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現在、地域交通を取り巻く環境は、人口減少や少子化等による長期的な需要減に加

え、交通事業者の運転士不足などによるバスの減便等が生じており、厳しさを増して

います。 

 このガイドブックでは、今ある身近な移動手段を上手に使っていただくため、お住

まいの地域で利用できる移動手段やその使い方などの情報をまとめました。 

 また、お住まいの地域において、新たに移動手段の導入を考える際のポイントや役

立つ情報もまとめており、今ある移動手段では課題を解決することが難しい場合に、

地域で話し合う際の参考にしてください。 

 このガイドブックを通じて、皆さんのお出かけに役立つことができれば幸いです。 

令和７年３月  

大沢地区《せせらぎ号》 

大野北地区《ピンくる号》 

吉野・与瀬地区 

《ふれあい号》 
内郷地区 

《おしどり号》 
根小屋地区 

《くっしー号》 菅井地区 

【コミュニティバス Ｐ３】 

【地域おでかけサポート推進事業 Ｐ９】 

【スクールバス混乗制度 Ｐ１１】 

【介護予防事業送迎けんこう号 P１０】 
⇒ 市全域 

ははじじめめにに  
    

 

〇〇  路路線線ババススななどどのの公公共共交交通通をを補補完完すするる「「ココミミュュニニテティィ交交通通」」ににつついいてて知知りりたたいい方方  

⇒⇒  ココミミュュニニテティィババスス（（PP３３））、、乗乗合合タタククシシーー等等（（PP５５））、、  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））（（PP７７））  

〇〇  地地域域にに「「移移動動手手段段のの導導入入」」をを考考ええてていいるる方方  

⇒⇒  自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））制制度度（（PP８８））、、  

地地域域おおででかかけけササポポーートト推推進進事事業業（（PP９９））  

〇〇  「「津津久久井井地地域域でで利利用用可可能能なな移移動動手手段段」」ににつついいてて知知りりたたいい方方  

⇒⇒  介介護護予予防防事事業業送送迎迎けけんんここうう号号（（PP１１００））、、ススククーールルババスス混混乗乗制制度度（（PP１１１１））  

〇〇  路路線線ババススややタタククシシーーのの「「利利用用方方法法」」ににつついいてて知知りりたたいい方方  

⇒⇒  ババススのの乗乗りり方方、、タタククシシーー配配車車アアププリリのの利利用用方方法法（（PP１１３３））  
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生活交通維持確保路線 

【乗合タクシー Ｐ５】 

【津久井地域福祉有償運送事業者支援事業 Ｐ８】 

【デマンドタクシー Ｐ５】 

篠原地区 

 

相模湖駅 藤野駅 

橋本駅 
相模原駅 

淵野辺駅 

古淵駅 

相模大野駅 

小田急相模原駅 

原当麻駅 

上溝駅 

町田駅 

相原駅 

東林間駅 

多摩境駅 

矢部駅 

下溝駅 

相武台下駅 

相武台前駅 

番田駅 

南橋本駅 

はは
じじ
めめ
にに
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ッッ
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はは
じじ
めめ
にに
・・
支支
援援
ブブ
ッッ
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のの
使使
いい
方方  

２ 

 

 

現在、地域交通を取り巻く環境は、人口減少や少子化等による長期的な需要減に加

え、交通事業者の運転士不足などによるバスの減便等が生じており、厳しさを増して

います。 

 このガイドブックでは、今ある身近な移動手段を上手に使っていただくため、お住

まいの地域で利用できる移動手段やその使い方などの情報をまとめました。 

 また、お住まいの地域において、新たに移動手段の導入を考える際のポイントや役

立つ情報もまとめており、今ある移動手段では課題を解決することが難しい場合に、

地域で話し合う際の参考にしてください。 

 このガイドブックを通じて、皆さんのお出かけに役立つことができれば幸いです。 

令和７年３月  

大沢地区《せせらぎ号》 

大野北地区《ピンくる号》 

吉野・与瀬地区 

《ふれあい号》 
内郷地区 

《おしどり号》 
根小屋地区 

《くっしー号》 菅井地区 

【コミュニティバス Ｐ３】 

【地域おでかけサポート推進事業 Ｐ９】 

【スクールバス混乗制度 Ｐ１１】 

【介護予防事業送迎けんこう号 P１０】 
⇒ 市全域 

ははじじめめにに  
    

 

〇〇  路路線線ババススななどどのの公公共共交交通通をを補補完完すするる「「ココミミュュニニテティィ交交通通」」ににつついいてて知知りりたたいい方方  

⇒⇒  ココミミュュニニテティィババスス（（PP３３））、、乗乗合合タタククシシーー等等（（PP５５））、、  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））（（PP７７））  

〇〇  地地域域にに「「移移動動手手段段のの導導入入」」をを考考ええてていいるる方方  

⇒⇒  自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））制制度度（（PP８８））、、  

地地域域おおででかかけけササポポーートト推推進進事事業業（（PP９９））  

〇〇  「「津津久久井井地地域域でで利利用用可可能能なな移移動動手手段段」」ににつついいてて知知りりたたいい方方  

⇒⇒  介介護護予予防防事事業業送送迎迎けけんんここうう号号（（PP１１００））、、ススククーールルババスス混混乗乗制制度度（（PP１１１１））  

〇〇  路路線線ババススややタタククシシーーのの「「利利用用方方法法」」ににつついいてて知知りりたたいい方方  

⇒⇒  ババススのの乗乗りり方方、、タタククシシーー配配車車アアププリリのの利利用用方方法法（（PP１１３３））  

 

支支援援ブブッッククのの使使いい方方  

生活交通維持確保路線 

【乗合タクシー Ｐ５】 

【津久井地域福祉有償運送事業者支援事業 Ｐ８】 

【デマンドタクシー Ｐ５】 

篠原地区 



ココミミュュニニテティィババススのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

項目 概要 

対象区域 都市部 中山間地域 

運
行
基
準 

運行間隔 
毎時 1 本 

（おおむね 8 時台～18 時台） 
撤退前の路線バスに準ずる 

運賃 原則近隣の路線バスと同等 

バス停間隔 200ｍ間隔 撤退前の路線バスに準ずる 

運行形態 定時定路線 

車両 バリアフリー化されたバス 

収支比率 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費用

を除いた経常費用の 40％以上」となる

ことを目安に運行計画を作成 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費

用を除いた経常費用の 30％以上」と

なることを目安に運行計画を作成 

運行継続条件 1 便当たり利用者数が 10 人以上 
当該系統におけるピーク時間帯の 1 便

当たり利用者数が 10 人以上 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

ココミミュュニニテティィババススはは、、交交通通事事業業者者にによよりり運運行行さされれるるババスス路路線線網網をを補補完完しし、、公公共共交交通通をを必必要要ととすす

るる度度合合いいがが高高いい高高齢齢者者等等のの移移動動手手段段をを確確保保すするるたためめにに運運行行ををすするるももののでで、、「「みみんんななででババススをを利利用用

すするるののでで、、ババススをを運運行行ししたたいい」」とと考考ええるる地地域域にに対対ししてて、、導導入入やや運運行行をを支支援援すするる仕仕組組みみでですす。。  

  ここのの仕仕組組みみにに基基づづきき、、「「地地域域」」「「行行政政」」「「交交通通事事業業者者」」のの 33 者者ががそそれれぞぞれれのの役役割割をを担担いい、、協協働働にに

よよるる運運行行をを実実現現すするるここととでで、、地地域域ののニニーーズズにに合合致致ししたた利利用用ししややすすいいココミミュュニニテティィババススをを運運行行すするる

ここととががででききまますす。。  

大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ピピンンくくるる号号 大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  せせせせららぎぎ号号 

ココミミュュニニテティィババススはは、、導導入入対対象象ととななるる地地域域でで、、導導入入条条件件をを満満たたししたた場場合合にに運運行行すするるももののでで、、地地

域域のの問問題題ををよよくく知知るる地地域域のの皆皆様様がが中中心心ととななっってて、、地地域域のの実実情情ににああっったた運運行行内内容容ににつついいてて検検討討ししてて

いいたただだききまますす。。  

ココミミュュニニテティィババスス  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

３ 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中ののココミミュュニニテティィババスス  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

◇◇大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  ピピンンくくるる号号  ))  

[[運運    行行    日日]] 平日のみ／土休日及び年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）は運休 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]  『『矢部駅』から『淵野辺駅北口』を経由して、『馬場十字路』に至り、 

再び『淵野辺駅北口』『矢部駅』に戻る循環線で、１循環約 45 分 

[[運運        賃賃]] 乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

◇◇大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  せせせせららぎぎ号号  ))  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

[[運運    行行    日日]]  毎日（平日、土休日ともに同じ時刻表） 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]   『アリオ橋本』から『橋本駅南口』を経由して『相模川自然の村』 

に至るルートで、片道約３０分 

[[運運        賃賃]]  乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

４ 

ココミミュュニニテティィババススのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

項目 概要 

対象区域 都市部 中山間地域 

運
行
基
準 

運行間隔 
毎時 1 本 

（おおむね 8 時台～18 時台） 
撤退前の路線バスに準ずる 

運賃 原則近隣の路線バスと同等 

バス停間隔 200ｍ間隔 撤退前の路線バスに準ずる 

運行形態 定時定路線 

車両 バリアフリー化されたバス 

収支比率 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費用

を除いた経常費用の 40％以上」となる

ことを目安に運行計画を作成 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費

用を除いた経常費用の 30％以上」と

なることを目安に運行計画を作成 

運行継続条件 1 便当たり利用者数が 10 人以上 
当該系統におけるピーク時間帯の 1 便

当たり利用者数が 10 人以上 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

ココミミュュニニテティィババススはは、、交交通通事事業業者者にによよりり運運行行さされれるるババスス路路線線網網をを補補完完しし、、公公共共交交通通をを必必要要ととすす

るる度度合合いいがが高高いい高高齢齢者者等等のの移移動動手手段段をを確確保保すするるたためめにに運運行行ををすするるももののでで、、「「みみんんななででババススをを利利用用

すするるののでで、、ババススをを運運行行ししたたいい」」とと考考ええるる地地域域にに対対ししてて、、導導入入やや運運行行をを支支援援すするる仕仕組組みみでですす。。  

  ここのの仕仕組組みみにに基基づづきき、、「「地地域域」」「「行行政政」」「「交交通通事事業業者者」」のの 33 者者ががそそれれぞぞれれのの役役割割をを担担いい、、協協働働にに

よよるる運運行行をを実実現現すするるここととでで、、地地域域ののニニーーズズにに合合致致ししたた利利用用ししややすすいいココミミュュニニテティィババススをを運運行行すするる

ここととががででききまますす。。  

大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ピピンンくくるる号号 大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  せせせせららぎぎ号号 

ココミミュュニニテティィババススはは、、導導入入対対象象ととななるる地地域域でで、、導導入入条条件件をを満満たたししたた場場合合にに運運行行すするるももののでで、、地地

域域のの問問題題ををよよくく知知るる地地域域のの皆皆様様がが中中心心ととななっってて、、地地域域のの実実情情ににああっったた運運行行内内容容ににつついいてて検検討討ししてて

いいたただだききまますす。。  

ココミミュュニニテティィババスス  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

３ 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

ココミミュュニニテティィババススのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

項目 概要 

対象区域 都市部 中山間地域 

運
行
基
準 

運行間隔 
毎時 1 本 

（おおむね 8 時台～18 時台） 
撤退前の路線バスに準ずる 

運賃 原則近隣の路線バスと同等 

バス停間隔 200ｍ間隔 撤退前の路線バスに準ずる 

運行形態 定時定路線 

車両 バリアフリー化されたバス 

収支比率 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費用

を除いた経常費用の 40％以上」となる

ことを目安に運行計画を作成 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費

用を除いた経常費用の 30％以上」と

なることを目安に運行計画を作成 

運行継続条件 1 便当たり利用者数が 10 人以上 
当該系統におけるピーク時間帯の 1 便

当たり利用者数が 10 人以上 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

ココミミュュニニテティィババススはは、、交交通通事事業業者者にによよりり運運行行さされれるるババスス路路線線網網をを補補完完しし、、公公共共交交通通をを必必要要ととすす

るる度度合合いいがが高高いい高高齢齢者者等等のの移移動動手手段段をを確確保保すするるたためめにに運運行行ををすするるももののでで、、「「みみんんななででババススをを利利用用

すするるののでで、、ババススをを運運行行ししたたいい」」とと考考ええるる地地域域にに対対ししてて、、導導入入やや運運行行をを支支援援すするる仕仕組組みみでですす。。  

  ここのの仕仕組組みみにに基基づづきき、、「「地地域域」」「「行行政政」」「「交交通通事事業業者者」」のの 33 者者ががそそれれぞぞれれのの役役割割をを担担いい、、協協働働にに

よよるる運運行行をを実実現現すするるここととでで、、地地域域ののニニーーズズにに合合致致ししたた利利用用ししややすすいいココミミュュニニテティィババススをを運運行行すするる

ここととががででききまますす。。  

大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ピピンンくくるる号号 大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  せせせせららぎぎ号号 

ココミミュュニニテティィババススはは、、導導入入対対象象ととななるる地地域域でで、、導導入入条条件件をを満満たたししたた場場合合にに運運行行すするるももののでで、、地地

域域のの問問題題ををよよくく知知るる地地域域のの皆皆様様がが中中心心ととななっってて、、地地域域のの実実情情ににああっったた運運行行内内容容ににつついいてて検検討討ししてて

いいたただだききまますす。。  

ココミミュュニニテティィババスス  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

３ 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中ののココミミュュニニテティィババスス  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

◇◇大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  ピピンンくくるる号号  ))  

[[運運    行行    日日]] 平日のみ／土休日及び年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）は運休 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]  『『矢部駅』から『淵野辺駅北口』を経由して、『馬場十字路』に至り、 

再び『淵野辺駅北口』『矢部駅』に戻る循環線で、１循環約 45 分 

[[運運        賃賃]] 乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

◇◇大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  せせせせららぎぎ号号  ))  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

[[運運    行行    日日]]  毎日（平日、土休日ともに同じ時刻表） 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]   『アリオ橋本』から『橋本駅南口』を経由して『相模川自然の村』 

に至るルートで、片道約３０分 

[[運運        賃賃]]  乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

４ 

ココミミュュニニテティィババススのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

項目 概要 

対象区域 都市部 中山間地域 

運
行
基
準 

運行間隔 
毎時 1 本 

（おおむね 8 時台～18 時台） 
撤退前の路線バスに準ずる 

運賃 原則近隣の路線バスと同等 

バス停間隔 200ｍ間隔 撤退前の路線バスに準ずる 

運行形態 定時定路線 

車両 バリアフリー化されたバス 

収支比率 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費用

を除いた経常費用の 40％以上」となる

ことを目安に運行計画を作成 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費

用を除いた経常費用の 30％以上」と

なることを目安に運行計画を作成 

運行継続条件 1 便当たり利用者数が 10 人以上 
当該系統におけるピーク時間帯の 1 便

当たり利用者数が 10 人以上 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

ココミミュュニニテティィババススはは、、交交通通事事業業者者にによよりり運運行行さされれるるババスス路路線線網網をを補補完完しし、、公公共共交交通通をを必必要要ととすす

るる度度合合いいがが高高いい高高齢齢者者等等のの移移動動手手段段をを確確保保すするるたためめにに運運行行ををすするるももののでで、、「「みみんんななででババススをを利利用用

すするるののでで、、ババススをを運運行行ししたたいい」」とと考考ええるる地地域域にに対対ししてて、、導導入入やや運運行行をを支支援援すするる仕仕組組みみでですす。。  

  ここのの仕仕組組みみにに基基づづきき、、「「地地域域」」「「行行政政」」「「交交通通事事業業者者」」のの 33 者者ががそそれれぞぞれれのの役役割割をを担担いい、、協協働働にに

よよるる運運行行をを実実現現すするるここととでで、、地地域域ののニニーーズズにに合合致致ししたた利利用用ししややすすいいココミミュュニニテティィババススをを運運行行すするる

ここととががででききまますす。。  

大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ピピンンくくるる号号 大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  せせせせららぎぎ号号 

ココミミュュニニテティィババススはは、、導導入入対対象象ととななるる地地域域でで、、導導入入条条件件をを満満たたししたた場場合合にに運運行行すするるももののでで、、地地

域域のの問問題題ををよよくく知知るる地地域域のの皆皆様様がが中中心心ととななっってて、、地地域域のの実実情情ににああっったた運運行行内内容容ににつついいてて検検討討ししてて

いいたただだききまますす。。  

ココミミュュニニテティィババスス  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

３ 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 



  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中ののココミミュュニニテティィババスス  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

◇◇大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  ピピンンくくるる号号  ))  

[[運運    行行    日日]] 平日のみ／土休日及び年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）は運休 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]  『『矢部駅』から『淵野辺駅北口』を経由して、『馬場十字路』に至り、 

再び『淵野辺駅北口』『矢部駅』に戻る循環線で、１循環約 45 分 

[[運運        賃賃]] 乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

◇◇大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  せせせせららぎぎ号号  ))  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

[[運運    行行    日日]]  毎日（平日、土休日ともに同じ時刻表） 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]   『アリオ橋本』から『橋本駅南口』を経由して『相模川自然の村』 

に至るルートで、片道約３０分 

[[運運        賃賃]]  乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

４ 

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中ののココミミュュニニテティィババスス  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

◇◇大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  ピピンンくくるる号号  ))  

[[運運    行行    日日]] 平日のみ／土休日及び年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）は運休 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]  『『矢部駅』から『淵野辺駅北口』を経由して、『馬場十字路』に至り、 

再び『淵野辺駅北口』『矢部駅』に戻る循環線で、１循環約 45 分 

[[運運        賃賃]] 乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

◇◇大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  せせせせららぎぎ号号  ))  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

[[運運    行行    日日]]  毎日（平日、土休日ともに同じ時刻表） 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]   『アリオ橋本』から『橋本駅南口』を経由して『相模川自然の村』 

に至るルートで、片道約３０分 

[[運運        賃賃]]  乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

４ 

ココミミュュニニテティィババススのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

項目 概要 

対象区域 都市部 中山間地域 

運
行
基
準 

運行間隔 
毎時 1 本 

（おおむね 8 時台～18 時台） 
撤退前の路線バスに準ずる 

運賃 原則近隣の路線バスと同等 

バス停間隔 200ｍ間隔 撤退前の路線バスに準ずる 

運行形態 定時定路線 

車両 バリアフリー化されたバス 

収支比率 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費用

を除いた経常費用の 40％以上」となる

ことを目安に運行計画を作成 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費

用を除いた経常費用の 30％以上」と

なることを目安に運行計画を作成 

運行継続条件 1 便当たり利用者数が 10 人以上 
当該系統におけるピーク時間帯の 1 便

当たり利用者数が 10 人以上 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

ココミミュュニニテティィババススはは、、交交通通事事業業者者にによよりり運運行行さされれるるババスス路路線線網網をを補補完完しし、、公公共共交交通通をを必必要要ととすす

るる度度合合いいがが高高いい高高齢齢者者等等のの移移動動手手段段をを確確保保すするるたためめにに運運行行ををすするるももののでで、、「「みみんんななででババススをを利利用用

すするるののでで、、ババススをを運運行行ししたたいい」」とと考考ええるる地地域域にに対対ししてて、、導導入入やや運運行行をを支支援援すするる仕仕組組みみでですす。。  

  ここのの仕仕組組みみにに基基づづきき、、「「地地域域」」「「行行政政」」「「交交通通事事業業者者」」のの 33 者者ががそそれれぞぞれれのの役役割割をを担担いい、、協協働働にに

よよるる運運行行をを実実現現すするるここととでで、、地地域域ののニニーーズズにに合合致致ししたた利利用用ししややすすいいココミミュュニニテティィババススをを運運行行すするる

ここととががででききまますす。。  

大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ピピンンくくるる号号 大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  せせせせららぎぎ号号 

ココミミュュニニテティィババススはは、、導導入入対対象象ととななるる地地域域でで、、導導入入条条件件をを満満たたししたた場場合合にに運運行行すするるももののでで、、地地

域域のの問問題題ををよよくく知知るる地地域域のの皆皆様様がが中中心心ととななっってて、、地地域域のの実実情情ににああっったた運運行行内内容容ににつついいてて検検討討ししてて

いいたただだききまますす。。  

ココミミュュニニテティィババスス  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

３ 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中ののココミミュュニニテティィババスス  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

◇◇大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  ピピンンくくるる号号  ))  

[[運運    行行    日日]] 平日のみ／土休日及び年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）は運休 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]  『『矢部駅』から『淵野辺駅北口』を経由して、『馬場十字路』に至り、 

再び『淵野辺駅北口』『矢部駅』に戻る循環線で、１循環約 45 分 

[[運運        賃賃]] 乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

◇◇大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  せせせせららぎぎ号号  ))  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

[[運運    行行    日日]]  毎日（平日、土休日ともに同じ時刻表） 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]   『アリオ橋本』から『橋本駅南口』を経由して『相模川自然の村』 

に至るルートで、片道約３０分 

[[運運        賃賃]]  乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

４ 

ココミミュュニニテティィババススのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

項目 概要 

対象区域 都市部 中山間地域 

運
行
基
準 

運行間隔 
毎時 1 本 

（おおむね 8 時台～18 時台） 
撤退前の路線バスに準ずる 

運賃 原則近隣の路線バスと同等 

バス停間隔 200ｍ間隔 撤退前の路線バスに準ずる 

運行形態 定時定路線 

車両 バリアフリー化されたバス 

収支比率 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費用

を除いた経常費用の 40％以上」となる

ことを目安に運行計画を作成 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費

用を除いた経常費用の 30％以上」と

なることを目安に運行計画を作成 

運行継続条件 1 便当たり利用者数が 10 人以上 
当該系統におけるピーク時間帯の 1 便

当たり利用者数が 10 人以上 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

ココミミュュニニテティィババススはは、、交交通通事事業業者者にによよりり運運行行さされれるるババスス路路線線網網をを補補完完しし、、公公共共交交通通をを必必要要ととすす

るる度度合合いいがが高高いい高高齢齢者者等等のの移移動動手手段段をを確確保保すするるたためめにに運運行行ををすするるももののでで、、「「みみんんななででババススをを利利用用

すするるののでで、、ババススをを運運行行ししたたいい」」とと考考ええるる地地域域にに対対ししてて、、導導入入やや運運行行をを支支援援すするる仕仕組組みみでですす。。  

  ここのの仕仕組組みみにに基基づづきき、、「「地地域域」」「「行行政政」」「「交交通通事事業業者者」」のの 33 者者ががそそれれぞぞれれのの役役割割をを担担いい、、協協働働にに

よよるる運運行行をを実実現現すするるここととでで、、地地域域ののニニーーズズにに合合致致ししたた利利用用ししややすすいいココミミュュニニテティィババススをを運運行行すするる

ここととががででききまますす。。  

大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ピピンンくくるる号号 大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  せせせせららぎぎ号号 

ココミミュュニニテティィババススはは、、導導入入対対象象ととななるる地地域域でで、、導導入入条条件件をを満満たたししたた場場合合にに運運行行すするるももののでで、、地地

域域のの問問題題ををよよくく知知るる地地域域のの皆皆様様がが中中心心ととななっってて、、地地域域のの実実情情ににああっったた運運行行内内容容ににつついいてて検検討討ししてて

いいたただだききまますす。。  

ココミミュュニニテティィババスス  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

３ 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中ののココミミュュニニテティィババスス  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

◇◇大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  ピピンンくくるる号号  ))  

[[運運    行行    日日]] 平日のみ／土休日及び年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）は運休 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]  『『矢部駅』から『淵野辺駅北口』を経由して、『馬場十字路』に至り、 

再び『淵野辺駅北口』『矢部駅』に戻る循環線で、１循環約 45 分 

[[運運        賃賃]] 乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

◇◇大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ((  せせせせららぎぎ号号  ))  

詳詳細細ははここちちららをを  
ごご覧覧くくだだささいい 

[[運運    行行    日日]]  毎日（平日、土休日ともに同じ時刻表） 

[[経経路路・・所所要要時時間間]]   『アリオ橋本』から『橋本駅南口』を経由して『相模川自然の村』 

に至るルートで、片道約３０分 

[[運運        賃賃]]  乗車距離に応じた運賃（一般的な路線バスと同様） 

４ 

ココミミュュニニテティィババススのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

項目 概要 

対象区域 都市部 中山間地域 

運
行
基
準 

運行間隔 
毎時 1 本 

（おおむね 8 時台～18 時台） 
撤退前の路線バスに準ずる 

運賃 原則近隣の路線バスと同等 

バス停間隔 200ｍ間隔 撤退前の路線バスに準ずる 

運行形態 定時定路線 

車両 バリアフリー化されたバス 

収支比率 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費用

を除いた経常費用の 40％以上」となる

ことを目安に運行計画を作成 

「運賃収入等が車両償却費等の初期費

用を除いた経常費用の 30％以上」と

なることを目安に運行計画を作成 

運行継続条件 1 便当たり利用者数が 10 人以上 
当該系統におけるピーク時間帯の 1 便

当たり利用者数が 10 人以上 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

ココミミュュニニテティィババススはは、、交交通通事事業業者者にによよりり運運行行さされれるるババスス路路線線網網をを補補完完しし、、公公共共交交通通をを必必要要ととすす

るる度度合合いいがが高高いい高高齢齢者者等等のの移移動動手手段段をを確確保保すするるたためめにに運運行行ををすするるももののでで、、「「みみんんななででババススをを利利用用

すするるののでで、、ババススをを運運行行ししたたいい」」とと考考ええるる地地域域にに対対ししてて、、導導入入やや運運行行をを支支援援すするる仕仕組組みみでですす。。  

  ここのの仕仕組組みみにに基基づづきき、、「「地地域域」」「「行行政政」」「「交交通通事事業業者者」」のの 33 者者ががそそれれぞぞれれのの役役割割をを担担いい、、協協働働にに

よよるる運運行行をを実実現現すするるここととでで、、地地域域ののニニーーズズにに合合致致ししたた利利用用ししややすすいいココミミュュニニテティィババススをを運運行行すするる

ここととががででききまますす。。  

大大野野北北地地区区ココミミュュニニテティィババスス  ピピンンくくるる号号 大大沢沢地地区区ココミミュュニニテティィババスス  せせせせららぎぎ号号 

ココミミュュニニテティィババススはは、、導導入入対対象象ととななるる地地域域でで、、導導入入条条件件をを満満たたししたた場場合合にに運運行行すするるももののでで、、地地

域域のの問問題題ををよよくく知知るる地地域域のの皆皆様様がが中中心心ととななっってて、、地地域域のの実実情情ににああっったた運運行行内内容容ににつついいてて検検討討ししてて

いいたただだききまますす。。  

ココミミュュニニテティィババスス  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

３ 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 



乗乗合合タタククシシーーのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

乗乗合合タタククシシーーはは、、停停留留所所とと運運行行ダダイイヤヤをを定定めめ、、路路線線（（経経路路））はは指指定定せせずず、、需需要要にに応応じじてて運運行行すす

るる乗乗合合交交通通（（※※））でですす。。  

ままたた、、デデママンンドドタタククシシーーはは、、停停留留所所ののみみをを定定めめたた乗乗合合交交通通でで、、乗乗合合タタククシシーーをを運運行行すするるほほどどのの

移移動動需需要要ががなないい地地域域をを想想定定ししたた移移動動手手段段でですす。。  

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、地地域域のの状状況況ををよよくく知知るる地地元元のの方方々々がが中中心心ととななりり、、効効

率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととななるるよようう取取りり組組むむここととがが必必要要でですす。。  

  

乗乗合合タタククシシーー デデママンンドドタタククシシーー 

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、効効率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、利利用用者者をを

確確保保すするる方方法法やや、、他他のの路路線線ババススへへのの影影響響等等もも考考ええるるここととがが大大切切でですす。。  

  そそののたためめ、、導導入入やや運運行行のの継継続続ににああたたっっててはは、、一一定定のの基基準準をを設設けけ、、適適宜宜運運行行内内容容のの見見直直ししをを図図るる

必必要要ががあありりまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

５ 

※ 乗合交通：一定の運賃で不特定の人が乗り合う交通 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

（（中中山山間間地地域域対対象象）） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中のの乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

  

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい  

現現在在、、中中山山間間地地域域ににおおいいてて乗乗合合タタククシシーーをを全全４４地地区区、、デデママンンドドタタククシシーーをを１１地地区区でで運運行行ししてていい

まますす。。各各地地区区にによよっってて運運行行ダダイイヤヤやや運運賃賃がが異異ななりりまますすののでで、、詳詳細細はは下下記記よよりりごご確確認認くくだだささいい。。  

６ 

乗乗合合タタククシシーーのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

乗乗合合タタククシシーーはは、、停停留留所所とと運運行行ダダイイヤヤをを定定めめ、、路路線線（（経経路路））はは指指定定せせずず、、需需要要にに応応じじてて運運行行すす

るる乗乗合合交交通通（（※※））でですす。。  

ままたた、、デデママンンドドタタククシシーーはは、、停停留留所所ののみみをを定定めめたた乗乗合合交交通通でで、、乗乗合合タタククシシーーをを運運行行すするるほほどどのの

移移動動需需要要ががなないい地地域域をを想想定定ししたた移移動動手手段段でですす。。  

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、地地域域のの状状況況ををよよくく知知るる地地元元のの方方々々がが中中心心ととななりり、、効効

率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととななるるよようう取取りり組組むむここととがが必必要要でですす。。  

  

乗乗合合タタククシシーー デデママンンドドタタククシシーー 

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、効効率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、利利用用者者をを

確確保保すするる方方法法やや、、他他のの路路線線ババススへへのの影影響響等等もも考考ええるるここととがが大大切切でですす。。  

  そそののたためめ、、導導入入やや運運行行のの継継続続ににああたたっっててはは、、一一定定のの基基準準をを設設けけ、、適適宜宜運運行行内内容容のの見見直直ししをを図図るる

必必要要ががあありりまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

５ 

※ 乗合交通：一定の運賃で不特定の人が乗り合う交通 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

（（中中山山間間地地域域対対象象）） 

乗乗合合タタククシシーーのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

乗乗合合タタククシシーーはは、、停停留留所所とと運運行行ダダイイヤヤをを定定めめ、、路路線線（（経経路路））はは指指定定せせずず、、需需要要にに応応じじてて運運行行すす

るる乗乗合合交交通通（（※※））でですす。。  

ままたた、、デデママンンドドタタククシシーーはは、、停停留留所所ののみみをを定定めめたた乗乗合合交交通通でで、、乗乗合合タタククシシーーをを運運行行すするるほほどどのの

移移動動需需要要ががなないい地地域域をを想想定定ししたた移移動動手手段段でですす。。  

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、地地域域のの状状況況ををよよくく知知るる地地元元のの方方々々がが中中心心ととななりり、、効効

率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととななるるよようう取取りり組組むむここととがが必必要要でですす。。  

  

乗乗合合タタククシシーー デデママンンドドタタククシシーー 

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、効効率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、利利用用者者をを

確確保保すするる方方法法やや、、他他のの路路線線ババススへへのの影影響響等等もも考考ええるるここととがが大大切切でですす。。  

  そそののたためめ、、導導入入やや運運行行のの継継続続ににああたたっっててはは、、一一定定のの基基準準をを設設けけ、、適適宜宜運運行行内内容容のの見見直直ししをを図図るる

必必要要ががあありりまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

５ 

※ 乗合交通：一定の運賃で不特定の人が乗り合う交通 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

（（中中山山間間地地域域対対象象）） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中のの乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

  

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい  

現現在在、、中中山山間間地地域域ににおおいいてて乗乗合合タタククシシーーをを全全４４地地区区、、デデママンンドドタタククシシーーをを１１地地区区でで運運行行ししてていい

まますす。。各各地地区区にによよっってて運運行行ダダイイヤヤやや運運賃賃がが異異ななりりまますすののでで、、詳詳細細はは下下記記よよりりごご確確認認くくだだささいい。。  

６ 

乗乗合合タタククシシーーのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

乗乗合合タタククシシーーはは、、停停留留所所とと運運行行ダダイイヤヤをを定定めめ、、路路線線（（経経路路））はは指指定定せせずず、、需需要要にに応応じじてて運運行行すす

るる乗乗合合交交通通（（※※））でですす。。  

ままたた、、デデママンンドドタタククシシーーはは、、停停留留所所ののみみをを定定めめたた乗乗合合交交通通でで、、乗乗合合タタククシシーーをを運運行行すするるほほどどのの

移移動動需需要要ががなないい地地域域をを想想定定ししたた移移動動手手段段でですす。。  

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、地地域域のの状状況況ををよよくく知知るる地地元元のの方方々々がが中中心心ととななりり、、効効

率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととななるるよようう取取りり組組むむここととがが必必要要でですす。。  

  

乗乗合合タタククシシーー デデママンンドドタタククシシーー 

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、効効率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、利利用用者者をを

確確保保すするる方方法法やや、、他他のの路路線線ババススへへのの影影響響等等もも考考ええるるここととがが大大切切でですす。。  

  そそののたためめ、、導導入入やや運運行行のの継継続続ににああたたっっててはは、、一一定定のの基基準準をを設設けけ、、適適宜宜運運行行内内容容のの見見直直ししをを図図るる

必必要要ががあありりまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

５ 

※ 乗合交通：一定の運賃で不特定の人が乗り合う交通 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

（（中中山山間間地地域域対対象象）） 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中のの乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

  

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい  

現現在在、、中中山山間間地地域域ににおおいいてて乗乗合合タタククシシーーをを全全４４地地区区、、デデママンンドドタタククシシーーをを１１地地区区でで運運行行ししてていい

まますす。。各各地地区区にによよっってて運運行行ダダイイヤヤやや運運賃賃がが異異ななりりまますすののでで、、詳詳細細はは下下記記よよりりごご確確認認くくだだささいい。。  

６ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中のの乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

  

「「
ココ
ミミ
ュュ
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テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
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てて
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たた
いい
方方  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい  

現現在在、、中中山山間間地地域域ににおおいいてて乗乗合合タタククシシーーをを全全４４地地区区、、デデママンンドドタタククシシーーをを１１地地区区でで運運行行ししてていい

まますす。。各各地地区区にによよっってて運運行行ダダイイヤヤやや運運賃賃がが異異ななりりまますすののでで、、詳詳細細はは下下記記よよりりごご確確認認くくだだささいい。。  

６ 

乗乗合合タタククシシーーのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

乗乗合合タタククシシーーはは、、停停留留所所とと運運行行ダダイイヤヤをを定定めめ、、路路線線（（経経路路））はは指指定定せせずず、、需需要要にに応応じじてて運運行行すす

るる乗乗合合交交通通（（※※））でですす。。  

ままたた、、デデママンンドドタタククシシーーはは、、停停留留所所ののみみをを定定めめたた乗乗合合交交通通でで、、乗乗合合タタククシシーーをを運運行行すするるほほどどのの

移移動動需需要要ががなないい地地域域をを想想定定ししたた移移動動手手段段でですす。。  

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、地地域域のの状状況況ををよよくく知知るる地地元元のの方方々々がが中中心心ととななりり、、効効

率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととななるるよようう取取りり組組むむここととがが必必要要でですす。。  

  

乗乗合合タタククシシーー デデママンンドドタタククシシーー 

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、効効率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、利利用用者者をを

確確保保すするる方方法法やや、、他他のの路路線線ババススへへのの影影響響等等もも考考ええるるここととがが大大切切でですす。。  

  そそののたためめ、、導導入入やや運運行行のの継継続続ににああたたっっててはは、、一一定定のの基基準準をを設設けけ、、適適宜宜運運行行内内容容のの見見直直ししをを図図るる

必必要要ががあありりまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

５ 

※ 乗合交通：一定の運賃で不特定の人が乗り合う交通 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

（（中中山山間間地地域域対対象象）） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中のの乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

  

「「
ココ
ミミ
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ィィ
交交
通通
」」
にに
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いい
てて
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りり
たた
いい
方方  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい  

現現在在、、中中山山間間地地域域ににおおいいてて乗乗合合タタククシシーーをを全全４４地地区区、、デデママンンドドタタククシシーーをを１１地地区区でで運運行行ししてていい

まますす。。各各地地区区にによよっってて運運行行ダダイイヤヤやや運運賃賃がが異異ななりりまますすののでで、、詳詳細細はは下下記記よよりりごご確確認認くくだだささいい。。  

６ 

乗乗合合タタククシシーーのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

乗乗合合タタククシシーーはは、、停停留留所所とと運運行行ダダイイヤヤをを定定めめ、、路路線線（（経経路路））はは指指定定せせずず、、需需要要にに応応じじてて運運行行すす

るる乗乗合合交交通通（（※※））でですす。。  

ままたた、、デデママンンドドタタククシシーーはは、、停停留留所所ののみみをを定定めめたた乗乗合合交交通通でで、、乗乗合合タタククシシーーをを運運行行すするるほほどどのの

移移動動需需要要ががなないい地地域域をを想想定定ししたた移移動動手手段段でですす。。  

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、地地域域のの状状況況ををよよくく知知るる地地元元のの方方々々がが中中心心ととななりり、、効効

率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととななるるよようう取取りり組組むむここととがが必必要要でですす。。  

  

乗乗合合タタククシシーー デデママンンドドタタククシシーー 

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、効効率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、利利用用者者をを

確確保保すするる方方法法やや、、他他のの路路線線ババススへへのの影影響響等等もも考考ええるるここととがが大大切切でですす。。  

  そそののたためめ、、導導入入やや運運行行のの継継続続ににああたたっっててはは、、一一定定のの基基準準をを設設けけ、、適適宜宜運運行行内内容容のの見見直直ししをを図図るる

必必要要ががあありりまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
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ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
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通通
」」
にに
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５ 

※ 乗合交通：一定の運賃で不特定の人が乗り合う交通 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

（（中中山山間間地地域域対対象象）） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

運運行行中中のの乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

  

「「
ココ
ミミ
ュュ
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テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
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りり
たた
いい
方方  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい  

現現在在、、中中山山間間地地域域ににおおいいてて乗乗合合タタククシシーーをを全全４４地地区区、、デデママンンドドタタククシシーーをを１１地地区区でで運運行行ししてていい

まますす。。各各地地区区にによよっってて運運行行ダダイイヤヤやや運運賃賃がが異異ななりりまますすののでで、、詳詳細細はは下下記記よよりりごご確確認認くくだだささいい。。  

６ 

乗乗合合タタククシシーーのの導導入入条条件件  

①①  「「地地域域住住民民」」にによよるる「「地地域域組組織織」」のの形形成成  

②②  「「運運行行経経路路のの考考ええ方方」」にに整整合合ししたた経経路路のの設設定定  

③③  「「運運行行基基準準」」にに整整合合しし、、実実証証運運行行期期間間中中にに「「運運行行継継続続条条件件」」をを満満たたすす見見込込みみののああるる  

運運行行計計画画のの策策定定  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

乗乗合合タタククシシーーはは、、停停留留所所とと運運行行ダダイイヤヤをを定定めめ、、路路線線（（経経路路））はは指指定定せせずず、、需需要要にに応応じじてて運運行行すす

るる乗乗合合交交通通（（※※））でですす。。  

ままたた、、デデママンンドドタタククシシーーはは、、停停留留所所ののみみをを定定めめたた乗乗合合交交通通でで、、乗乗合合タタククシシーーをを運運行行すするるほほどどのの

移移動動需需要要ががなないい地地域域をを想想定定ししたた移移動動手手段段でですす。。  

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、地地域域のの状状況況ををよよくく知知るる地地元元のの方方々々がが中中心心ととななりり、、効効

率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととななるるよようう取取りり組組むむここととがが必必要要でですす。。  

  

乗乗合合タタククシシーー デデママンンドドタタククシシーー 

  乗乗合合タタククシシーー、、デデママンンドドタタククシシーーととももにに、、効効率率的的でで持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、利利用用者者をを

確確保保すするる方方法法やや、、他他のの路路線線ババススへへのの影影響響等等もも考考ええるるここととがが大大切切でですす。。  

  そそののたためめ、、導導入入やや運運行行のの継継続続ににああたたっっててはは、、一一定定のの基基準準をを設設けけ、、適適宜宜運運行行内内容容のの見見直直ししをを図図るる

必必要要ががあありりまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー・・デデママンンドドタタククシシーー  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

「「
ココ
ミミ
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ィィ
交交
通通
」」
にに
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てて
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りり
たた
いい
方方  

 

５ 

※ 乗合交通：一定の運賃で不特定の人が乗り合う交通 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

（（中中山山間間地地域域対対象象）） 



生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線のの運運行行継継続続基基準準  

①①  ピピーークク時時間間帯帯のの１１便便ああたたりり利利用用者者数数がが１１００人人以以上上  

バス車両でなければ輸送できない人数以上の利用者数である必要があるため、 

ピーク時間帯において、１便あたりの利用者数が１０人以上である必要があります。  

 

②②  運運賃賃収収入入等等がが運運行行経経費費のの２２７７．．５５％％以以上上（（収収支支比比率率２２７７．．５５％％以以上上））  

広域路線を対象とした赤字路線バスに対する国の補助は、運行経費のうち４５％を補助対

象経費としており、補助対象外の５５％については、その半分の２７．５％まで市が負担す

ることとしていることから、収支比率が２７．５％を超えることを継続基準としています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））はは、、ババスス事事業業者者よよりり撤撤退退のの申申出出ががああっったた路路線線ににつついいてて公公費費負負担担

（（※※））にによよりり維維持持すするる仕仕組組みみでで、、現現在在１１００路路線線１１２２系系統統をを運運行行ししてていいまますす。。  

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、利利用用者者数数とと運運行行経経費費のの観観点点かからら持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、運運

行行基基準準をを定定めめたた上上でで、、公公費費負負担担にによよりり維維持持すするる妥妥当当性性やや路路線線ババススととししててのの運運行行形形態態のの必必要要性性等等をを

判判断断ししてていいまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー 

令和６年４月１日時点 

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、交交通通事事業業者者ののババスス路路線線撤撤退退にによよりり地地域域のの生生活活がが困困難難ととななるる場場合合にに、、

市市がが地地域域のの需需要要をを鑑鑑みみ、、維維持持すするるここととをを決決定定すするるももののでで、、一一般般のの路路線線ババススとと同同様様、、どどななたたででももごご

利利用用いいたただだけけまますす。。ななおお、、継継続続的的なな公公費費負負担担のの必必要要性性をを判判断断すするるたためめ、、運運行行継継続続基基準準をを定定めめてておお

りり、、ここのの基基準準ををククリリアアででききるるよようう、、地地域域のの方方ととととももにに利利用用促促進進やや運運行行内内容容のの改改善善にに取取りり組組むむ必必要要

ががあありりまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

引引きき続続きき運運行行すするるたためめにに、、ババススをを利利用用ししままししょょうう  

「「
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」」
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てて
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いい
方方  

 

７ 

※ 公費負担：国や自治体が費用を負担するもの 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

①①  新新規規参参入入事事業業（（２２年年間間限限定定（（RR66～～RR77））））  

津久井 3 地区（津久井・相模湖・藤野）に新たに拠点を有し令和 6 年度に事業を開始し

た団体に交付します。 

補補助助金金  １１団団体体上上限限年年額額 440000 万万円円  

 

②②  基基盤盤強強化化促促進進事事業業（（３３年年間間限限定定（（RR55～～RR77））））  

団体の基盤強化促進を図ります。 

補補助助金金  車車両両購購入入費費        車車両両１１台台ににつつきき 220000 万万円円  

ドドラライイババーー人人件件費費  １１人人ににつつきき 110000 万万円円  

  

③③  運運営営費費補補助助金金交交付付事事業業  

団体へ運行回数に応じた補助金を交付します。 

補補助助金金  １１運運行行ああたたりり 11,,660000 円円  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））

制制度度ととはは、、ババスス・・タタククシシーー事事業業者者にによよるる移移動動

がが困困難難なな過過疎疎地地域域ででのの輸輸送送（（交交通通空空白白地地有有償償

運運送送））やや、、身身体体障障害害者者等等のの外外出出支支援援ののたためめのの

福福祉祉輸輸送送（（福福祉祉有有償償運運送送））ととししてて、、市市町町村村、、

NNPPOO 法法人人等等がが自自家家用用車車をを用用いいてて有有償償でで運運送送でで

ききるるここととととすするる制制度度でですす。。  

交交通通空空白白地地有有償償運運送送ににつついいててはは本本市市でで事事例例

ははあありりまませせんんがが、、地地域域ででのの検検討討ににああたたっっててはは

国国交交省省がが発発行行ししてていいるるハハンンドドブブッックク等等をを参参考考

ににししててくくだだささいい。。  

出典：国交省 自家用有償旅客運送ハンドブック 

  津津久久井井地地域域でで福福祉祉有有償償運運送送をを実実施施すするる団団体体をを支支援援すするるここととにによよりり、、ここのの地地域域でで一一人人でで公公共共交交通通

機機関関をを利利用用すするるここととががででききなないい高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方のの移移動動手手段段がが充充実実ししまますす。。  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））制制度度  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  

８ 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送制制度度  
（（津津久久井井地地域域福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者支支援援事事業業））  

津津久久井井地地域域のの福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者向向けけ  

概概  要要  
お問い合わせ先：津久井高齢・障害者相談課 042-780-1408 

ななおお、、令令和和６６年年３３月月にに

はは、、タタククシシーー事事業業者者のの管管理理

のの下下でで、、自自家家用用車車・・一一般般ドド

ラライイババーーをを活活用用ししたた運運送送ササ

ーービビススのの提提供供をを可可能能ととすするる

制制度度（（自自家家用用車車活活用用事事業業））

がが創創設設さされれてていいまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線のの運運行行継継続続基基準準  

①①  ピピーークク時時間間帯帯のの１１便便ああたたりり利利用用者者数数がが１１００人人以以上上  

バス車両でなければ輸送できない人数以上の利用者数である必要があるため、 

ピーク時間帯において、１便あたりの利用者数が１０人以上である必要があります。  

 

②②  運運賃賃収収入入等等がが運運行行経経費費のの２２７７．．５５％％以以上上（（収収支支比比率率２２７７．．５５％％以以上上））  

広域路線を対象とした赤字路線バスに対する国の補助は、運行経費のうち４５％を補助対

象経費としており、補助対象外の５５％については、その半分の２７．５％まで市が負担す

ることとしていることから、収支比率が２７．５％を超えることを継続基準としています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））はは、、ババスス事事業業者者よよりり撤撤退退のの申申出出ががああっったた路路線線ににつついいてて公公費費負負担担

（（※※））にによよりり維維持持すするる仕仕組組みみでで、、現現在在１１００路路線線１１２２系系統統をを運運行行ししてていいまますす。。  

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、利利用用者者数数とと運運行行経経費費のの観観点点かからら持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、運運

行行基基準準をを定定めめたた上上でで、、公公費費負負担担にによよりり維維持持すするる妥妥当当性性やや路路線線ババススととししててのの運運行行形形態態のの必必要要性性等等をを

判判断断ししてていいまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー 

令和６年４月１日時点 

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、交交通通事事業業者者ののババスス路路線線撤撤退退にによよりり地地域域のの生生活活がが困困難難ととななるる場場合合にに、、

市市がが地地域域のの需需要要をを鑑鑑みみ、、維維持持すするるここととをを決決定定すするるももののでで、、一一般般のの路路線線ババススとと同同様様、、どどななたたででももごご

利利用用いいたただだけけまますす。。ななおお、、継継続続的的なな公公費費負負担担のの必必要要性性をを判判断断すするるたためめ、、運運行行継継続続基基準準をを定定めめてておお

りり、、ここのの基基準準ををククリリアアででききるるよようう、、地地域域のの方方ととととももにに利利用用促促進進やや運運行行内内容容のの改改善善にに取取りり組組むむ必必要要

ががあありりまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

引引きき続続きき運運行行すするるたためめにに、、ババススをを利利用用ししままししょょうう  

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

７ 

※ 公費負担：国や自治体が費用を負担するもの 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 
生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線のの運運行行継継続続基基準準  

①①  ピピーークク時時間間帯帯のの１１便便ああたたりり利利用用者者数数がが１１００人人以以上上  

バス車両でなければ輸送できない人数以上の利用者数である必要があるため、 

ピーク時間帯において、１便あたりの利用者数が１０人以上である必要があります。  

 

②②  運運賃賃収収入入等等がが運運行行経経費費のの２２７７．．５５％％以以上上（（収収支支比比率率２２７７．．５５％％以以上上））  

広域路線を対象とした赤字路線バスに対する国の補助は、運行経費のうち４５％を補助対

象経費としており、補助対象外の５５％については、その半分の２７．５％まで市が負担す

ることとしていることから、収支比率が２７．５％を超えることを継続基準としています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））はは、、ババスス事事業業者者よよりり撤撤退退のの申申出出ががああっったた路路線線ににつついいてて公公費費負負担担

（（※※））にによよりり維維持持すするる仕仕組組みみでで、、現現在在１１００路路線線１１２２系系統統をを運運行行ししてていいまますす。。  

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、利利用用者者数数とと運運行行経経費費のの観観点点かからら持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、運運

行行基基準準をを定定めめたた上上でで、、公公費費負負担担にによよりり維維持持すするる妥妥当当性性やや路路線線ババススととししててのの運運行行形形態態のの必必要要性性等等をを

判判断断ししてていいまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー 

令和６年４月１日時点 

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、交交通通事事業業者者ののババスス路路線線撤撤退退にによよりり地地域域のの生生活活がが困困難難ととななるる場場合合にに、、

市市がが地地域域のの需需要要をを鑑鑑みみ、、維維持持すするるここととをを決決定定すするるももののでで、、一一般般のの路路線線ババススとと同同様様、、どどななたたででももごご

利利用用いいたただだけけまますす。。ななおお、、継継続続的的なな公公費費負負担担のの必必要要性性をを判判断断すするるたためめ、、運運行行継継続続基基準準をを定定めめてておお

りり、、ここのの基基準準ををククリリアアででききるるよようう、、地地域域のの方方ととととももにに利利用用促促進進やや運運行行内内容容のの改改善善にに取取りり組組むむ必必要要

ががあありりまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

引引きき続続きき運運行行すするるたためめにに、、ババススをを利利用用ししままししょょうう  

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

７ 

※ 公費負担：国や自治体が費用を負担するもの 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

①①  新新規規参参入入事事業業（（２２年年間間限限定定（（RR66～～RR77））））  

津久井 3 地区（津久井・相模湖・藤野）に新たに拠点を有し令和 6 年度に事業を開始し

た団体に交付します。 

補補助助金金  １１団団体体上上限限年年額額 440000 万万円円  

 

②②  基基盤盤強強化化促促進進事事業業（（３３年年間間限限定定（（RR55～～RR77））））  

団体の基盤強化促進を図ります。 

補補助助金金  車車両両購購入入費費        車車両両１１台台ににつつきき 220000 万万円円  

ドドラライイババーー人人件件費費  １１人人ににつつきき 110000 万万円円  

  

③③  運運営営費費補補助助金金交交付付事事業業  

団体へ運行回数に応じた補助金を交付します。 

補補助助金金  １１運運行行ああたたりり 11,,660000 円円  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））

制制度度ととはは、、ババスス・・タタククシシーー事事業業者者にによよるる移移動動

がが困困難難なな過過疎疎地地域域ででのの輸輸送送（（交交通通空空白白地地有有償償

運運送送））やや、、身身体体障障害害者者等等のの外外出出支支援援ののたためめのの

福福祉祉輸輸送送（（福福祉祉有有償償運運送送））ととししてて、、市市町町村村、、

NNPPOO 法法人人等等がが自自家家用用車車をを用用いいてて有有償償でで運運送送でで

ききるるここととととすするる制制度度でですす。。  

交交通通空空白白地地有有償償運運送送ににつついいててはは本本市市でで事事例例

ははあありりまませせんんがが、、地地域域ででのの検検討討ににああたたっっててはは

国国交交省省がが発発行行ししてていいるるハハンンドドブブッックク等等をを参参考考

ににししててくくだだささいい。。  

出典：国交省 自家用有償旅客運送ハンドブック 

  津津久久井井地地域域でで福福祉祉有有償償運運送送をを実実施施すするる団団体体をを支支援援すするるここととにによよりり、、ここのの地地域域でで一一人人でで公公共共交交通通

機機関関をを利利用用すするるここととががででききなないい高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方のの移移動動手手段段がが充充実実ししまますす。。  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））制制度度  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  
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詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送制制度度  
（（津津久久井井地地域域福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者支支援援事事業業））  

津津久久井井地地域域のの福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者向向けけ  

概概  要要  
お問い合わせ先：津久井高齢・障害者相談課 042-780-1408 

ななおお、、令令和和６６年年３３月月にに

はは、、タタククシシーー事事業業者者のの管管理理

のの下下でで、、自自家家用用車車・・一一般般ドド

ラライイババーーをを活活用用ししたた運運送送ササ

ーービビススのの提提供供をを可可能能ととすするる

制制度度（（自自家家用用車車活活用用事事業業））

がが創創設設さされれてていいまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線のの運運行行継継続続基基準準  

①①  ピピーークク時時間間帯帯のの１１便便ああたたりり利利用用者者数数がが１１００人人以以上上  

バス車両でなければ輸送できない人数以上の利用者数である必要があるため、 

ピーク時間帯において、１便あたりの利用者数が１０人以上である必要があります。  

 

②②  運運賃賃収収入入等等がが運運行行経経費費のの２２７７．．５５％％以以上上（（収収支支比比率率２２７７．．５５％％以以上上））  

広域路線を対象とした赤字路線バスに対する国の補助は、運行経費のうち４５％を補助対

象経費としており、補助対象外の５５％については、その半分の２７．５％まで市が負担す

ることとしていることから、収支比率が２７．５％を超えることを継続基準としています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））はは、、ババスス事事業業者者よよりり撤撤退退のの申申出出ががああっったた路路線線ににつついいてて公公費費負負担担

（（※※））にによよりり維維持持すするる仕仕組組みみでで、、現現在在１１００路路線線１１２２系系統統をを運運行行ししてていいまますす。。  

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、利利用用者者数数とと運運行行経経費費のの観観点点かからら持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、運運

行行基基準準をを定定めめたた上上でで、、公公費費負負担担にによよりり維維持持すするる妥妥当当性性やや路路線線ババススととししててのの運運行行形形態態のの必必要要性性等等をを

判判断断ししてていいまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー 

令和６年４月１日時点 

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、交交通通事事業業者者ののババスス路路線線撤撤退退にによよりり地地域域のの生生活活がが困困難難ととななるる場場合合にに、、

市市がが地地域域のの需需要要をを鑑鑑みみ、、維維持持すするるここととをを決決定定すするるももののでで、、一一般般のの路路線線ババススとと同同様様、、どどななたたででももごご

利利用用いいたただだけけまますす。。ななおお、、継継続続的的なな公公費費負負担担のの必必要要性性をを判判断断すするるたためめ、、運運行行継継続続基基準準をを定定めめてておお

りり、、ここのの基基準準ををククリリアアででききるるよようう、、地地域域のの方方ととととももにに利利用用促促進進やや運運行行内内容容のの改改善善にに取取りり組組むむ必必要要

ががあありりまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

引引きき続続きき運運行行すするるたためめにに、、ババススをを利利用用ししままししょょうう  

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

７ 

※ 公費負担：国や自治体が費用を負担するもの 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 



①①  新新規規参参入入事事業業（（２２年年間間限限定定（（RR66～～RR77））））  

津久井 3 地区（津久井・相模湖・藤野）に新たに拠点を有し令和 6 年度に事業を開始し

た団体に交付します。 

補補助助金金  １１団団体体上上限限年年額額 440000 万万円円  

 

②②  基基盤盤強強化化促促進進事事業業（（３３年年間間限限定定（（RR55～～RR77））））  

団体の基盤強化促進を図ります。 

補補助助金金  車車両両購購入入費費        車車両両１１台台ににつつきき 220000 万万円円  

ドドラライイババーー人人件件費費  １１人人ににつつきき 110000 万万円円  

  

③③  運運営営費費補補助助金金交交付付事事業業  

団体へ運行回数に応じた補助金を交付します。 

補補助助金金  １１運運行行ああたたりり 11,,660000 円円  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））

制制度度ととはは、、ババスス・・タタククシシーー事事業業者者にによよるる移移動動

がが困困難難なな過過疎疎地地域域ででのの輸輸送送（（交交通通空空白白地地有有償償

運運送送））やや、、身身体体障障害害者者等等のの外外出出支支援援ののたためめのの

福福祉祉輸輸送送（（福福祉祉有有償償運運送送））ととししてて、、市市町町村村、、

NNPPOO 法法人人等等がが自自家家用用車車をを用用いいてて有有償償でで運運送送でで

ききるるここととととすするる制制度度でですす。。  

交交通通空空白白地地有有償償運運送送ににつついいててはは本本市市でで事事例例

ははあありりまませせんんがが、、地地域域ででのの検検討討ににああたたっっててはは

国国交交省省がが発発行行ししてていいるるハハンンドドブブッックク等等をを参参考考

ににししててくくだだささいい。。  

出典：国交省 自家用有償旅客運送ハンドブック 

  津津久久井井地地域域でで福福祉祉有有償償運運送送をを実実施施すするる団団体体をを支支援援すするるここととにによよりり、、ここのの地地域域でで一一人人でで公公共共交交通通

機機関関をを利利用用すするるここととががででききなないい高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方のの移移動動手手段段がが充充実実ししまますす。。  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））制制度度  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  

８ 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送制制度度  
（（津津久久井井地地域域福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者支支援援事事業業））  

津津久久井井地地域域のの福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者向向けけ  

概概  要要  
お問い合わせ先：津久井高齢・障害者相談課 042-780-1408 

ななおお、、令令和和６６年年３３月月にに

はは、、タタククシシーー事事業業者者のの管管理理

のの下下でで、、自自家家用用車車・・一一般般ドド

ラライイババーーをを活活用用ししたた運運送送ササ

ーービビススのの提提供供をを可可能能ととすするる

制制度度（（自自家家用用車車活活用用事事業業））

がが創創設設さされれてていいまますす。。  

①①  新新規規参参入入事事業業（（２２年年間間限限定定（（RR66～～RR77））））  

津久井 3 地区（津久井・相模湖・藤野）に新たに拠点を有し令和 6 年度に事業を開始し

た団体に交付します。 

補補助助金金  １１団団体体上上限限年年額額 440000 万万円円  

 

②②  基基盤盤強強化化促促進進事事業業（（３３年年間間限限定定（（RR55～～RR77））））  

団体の基盤強化促進を図ります。 

補補助助金金  車車両両購購入入費費        車車両両１１台台ににつつきき 220000 万万円円  

ドドラライイババーー人人件件費費  １１人人ににつつきき 110000 万万円円  

  

③③  運運営営費費補補助助金金交交付付事事業業  

団体へ運行回数に応じた補助金を交付します。 

補補助助金金  １１運運行行ああたたりり 11,,660000 円円  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））

制制度度ととはは、、ババスス・・タタククシシーー事事業業者者にによよるる移移動動

がが困困難難なな過過疎疎地地域域ででのの輸輸送送（（交交通通空空白白地地有有償償

運運送送））やや、、身身体体障障害害者者等等のの外外出出支支援援ののたためめのの

福福祉祉輸輸送送（（福福祉祉有有償償運運送送））ととししてて、、市市町町村村、、

NNPPOO 法法人人等等がが自自家家用用車車をを用用いいてて有有償償でで運運送送でで

ききるるここととととすするる制制度度でですす。。  

交交通通空空白白地地有有償償運運送送ににつついいててはは本本市市でで事事例例

ははあありりまませせんんがが、、地地域域ででのの検検討討ににああたたっっててはは

国国交交省省がが発発行行ししてていいるるハハンンドドブブッックク等等をを参参考考

ににししててくくだだささいい。。  

出典：国交省 自家用有償旅客運送ハンドブック 

  津津久久井井地地域域でで福福祉祉有有償償運運送送をを実実施施すするる団団体体をを支支援援すするるここととにによよりり、、ここのの地地域域でで一一人人でで公公共共交交通通

機機関関をを利利用用すするるここととががででききなないい高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方のの移移動動手手段段がが充充実実ししまますす。。  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））制制度度  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  

８ 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送制制度度  
（（津津久久井井地地域域福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者支支援援事事業業））  

津津久久井井地地域域のの福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者向向けけ  

概概  要要  
お問い合わせ先：津久井高齢・障害者相談課 042-780-1408 

ななおお、、令令和和６６年年３３月月にに

はは、、タタククシシーー事事業業者者のの管管理理

のの下下でで、、自自家家用用車車・・一一般般ドド

ラライイババーーをを活活用用ししたた運運送送ササ

ーービビススのの提提供供をを可可能能ととすするる

制制度度（（自自家家用用車車活活用用事事業業））

がが創創設設さされれてていいまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線のの運運行行継継続続基基準準  

①①  ピピーークク時時間間帯帯のの１１便便ああたたりり利利用用者者数数がが１１００人人以以上上  

バス車両でなければ輸送できない人数以上の利用者数である必要があるため、 

ピーク時間帯において、１便あたりの利用者数が１０人以上である必要があります。  

 

②②  運運賃賃収収入入等等がが運運行行経経費費のの２２７７．．５５％％以以上上（（収収支支比比率率２２７７．．５５％％以以上上））  

広域路線を対象とした赤字路線バスに対する国の補助は、運行経費のうち４５％を補助対

象経費としており、補助対象外の５５％については、その半分の２７．５％まで市が負担す

ることとしていることから、収支比率が２７．５％を超えることを継続基準としています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））はは、、ババスス事事業業者者よよりり撤撤退退のの申申出出ががああっったた路路線線ににつついいてて公公費費負負担担

（（※※））にによよりり維維持持すするる仕仕組組みみでで、、現現在在１１００路路線線１１２２系系統統をを運運行行ししてていいまますす。。  

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、利利用用者者数数とと運運行行経経費費のの観観点点かからら持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、運運

行行基基準準をを定定めめたた上上でで、、公公費費負負担担にによよりり維維持持すするる妥妥当当性性やや路路線線ババススととししててのの運運行行形形態態のの必必要要性性等等をを

判判断断ししてていいまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー 

令和６年４月１日時点 

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、交交通通事事業業者者ののババスス路路線線撤撤退退にによよりり地地域域のの生生活活がが困困難難ととななるる場場合合にに、、

市市がが地地域域のの需需要要をを鑑鑑みみ、、維維持持すするるここととをを決決定定すするるももののでで、、一一般般のの路路線線ババススとと同同様様、、どどななたたででももごご

利利用用いいたただだけけまますす。。ななおお、、継継続続的的なな公公費費負負担担のの必必要要性性をを判判断断すするるたためめ、、運運行行継継続続基基準準をを定定めめてておお

りり、、ここのの基基準準ををククリリアアででききるるよようう、、地地域域のの方方ととととももにに利利用用促促進進やや運運行行内内容容のの改改善善にに取取りり組組むむ必必要要

ががあありりまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

引引きき続続きき運運行行すするるたためめにに、、ババススをを利利用用ししままししょょうう  

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

７ 

※ 公費負担：国や自治体が費用を負担するもの 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

①①  新新規規参参入入事事業業（（２２年年間間限限定定（（RR66～～RR77））））  

津久井 3 地区（津久井・相模湖・藤野）に新たに拠点を有し令和 6 年度に事業を開始し

た団体に交付します。 

補補助助金金  １１団団体体上上限限年年額額 440000 万万円円  

 

②②  基基盤盤強強化化促促進進事事業業（（３３年年間間限限定定（（RR55～～RR77））））  

団体の基盤強化促進を図ります。 

補補助助金金  車車両両購購入入費費        車車両両１１台台ににつつきき 220000 万万円円  

ドドラライイババーー人人件件費費  １１人人ににつつきき 110000 万万円円  

  

③③  運運営営費費補補助助金金交交付付事事業業  

団体へ運行回数に応じた補助金を交付します。 

補補助助金金  １１運運行行ああたたりり 11,,660000 円円  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））

制制度度ととはは、、ババスス・・タタククシシーー事事業業者者にによよるる移移動動

がが困困難難なな過過疎疎地地域域ででのの輸輸送送（（交交通通空空白白地地有有償償

運運送送））やや、、身身体体障障害害者者等等のの外外出出支支援援ののたためめのの

福福祉祉輸輸送送（（福福祉祉有有償償運運送送））ととししてて、、市市町町村村、、

NNPPOO 法法人人等等がが自自家家用用車車をを用用いいてて有有償償でで運運送送でで

ききるるここととととすするる制制度度でですす。。  

交交通通空空白白地地有有償償運運送送ににつついいててはは本本市市でで事事例例

ははあありりまませせんんがが、、地地域域ででのの検検討討ににああたたっっててはは

国国交交省省がが発発行行ししてていいるるハハンンドドブブッックク等等をを参参考考

ににししててくくだだささいい。。  

出典：国交省 自家用有償旅客運送ハンドブック 

  津津久久井井地地域域でで福福祉祉有有償償運運送送をを実実施施すするる団団体体をを支支援援すするるここととにによよりり、、ここのの地地域域でで一一人人でで公公共共交交通通

機機関関をを利利用用すするるここととががででききなないい高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方のの移移動動手手段段がが充充実実ししまますす。。  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））制制度度  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  

８ 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送制制度度  
（（津津久久井井地地域域福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者支支援援事事業業））  

津津久久井井地地域域のの福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者向向けけ  

概概  要要  
お問い合わせ先：津久井高齢・障害者相談課 042-780-1408 

ななおお、、令令和和６６年年３３月月にに

はは、、タタククシシーー事事業業者者のの管管理理

のの下下でで、、自自家家用用車車・・一一般般ドド

ラライイババーーをを活活用用ししたた運運送送ササ

ーービビススのの提提供供をを可可能能ととすするる

制制度度（（自自家家用用車車活活用用事事業業））

がが創創設設さされれてていいまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線のの運運行行継継続続基基準準  

①①  ピピーークク時時間間帯帯のの１１便便ああたたりり利利用用者者数数がが１１００人人以以上上  

バス車両でなければ輸送できない人数以上の利用者数である必要があるため、 

ピーク時間帯において、１便あたりの利用者数が１０人以上である必要があります。  

 

②②  運運賃賃収収入入等等がが運運行行経経費費のの２２７７．．５５％％以以上上（（収収支支比比率率２２７７．．５５％％以以上上））  

広域路線を対象とした赤字路線バスに対する国の補助は、運行経費のうち４５％を補助対

象経費としており、補助対象外の５５％については、その半分の２７．５％まで市が負担す

ることとしていることから、収支比率が２７．５％を超えることを継続基準としています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））はは、、ババスス事事業業者者よよりり撤撤退退のの申申出出ががああっったた路路線線ににつついいてて公公費費負負担担

（（※※））にによよりり維維持持すするる仕仕組組みみでで、、現現在在１１００路路線線１１２２系系統統をを運運行行ししてていいまますす。。  

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、利利用用者者数数とと運運行行経経費費のの観観点点かからら持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、運運

行行基基準準をを定定めめたた上上でで、、公公費費負負担担にによよりり維維持持すするる妥妥当当性性やや路路線線ババススととししててのの運運行行形形態態のの必必要要性性等等をを

判判断断ししてていいまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー 

令和６年４月１日時点 

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、交交通通事事業業者者ののババスス路路線線撤撤退退にによよりり地地域域のの生生活活がが困困難難ととななるる場場合合にに、、

市市がが地地域域のの需需要要をを鑑鑑みみ、、維維持持すするるここととをを決決定定すするるももののでで、、一一般般のの路路線線ババススとと同同様様、、どどななたたででももごご

利利用用いいたただだけけまますす。。ななおお、、継継続続的的なな公公費費負負担担のの必必要要性性をを判判断断すするるたためめ、、運運行行継継続続基基準準をを定定めめてておお

りり、、ここのの基基準準ををククリリアアででききるるよようう、、地地域域のの方方ととととももにに利利用用促促進進やや運運行行内内容容のの改改善善にに取取りり組組むむ必必要要

ががあありりまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

引引きき続続きき運運行行すするるたためめにに、、ババススをを利利用用ししままししょょうう  

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  

 

７ 

※ 公費負担：国や自治体が費用を負担するもの 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

①①  新新規規参参入入事事業業（（２２年年間間限限定定（（RR66～～RR77））））  

津久井 3 地区（津久井・相模湖・藤野）に新たに拠点を有し令和 6 年度に事業を開始し

た団体に交付します。 

補補助助金金  １１団団体体上上限限年年額額 440000 万万円円  

 

②②  基基盤盤強強化化促促進進事事業業（（３３年年間間限限定定（（RR55～～RR77））））  

団体の基盤強化促進を図ります。 

補補助助金金  車車両両購購入入費費        車車両両１１台台ににつつきき 220000 万万円円  

ドドラライイババーー人人件件費費  １１人人ににつつきき 110000 万万円円  

  

③③  運運営営費費補補助助金金交交付付事事業業  

団体へ運行回数に応じた補助金を交付します。 

補補助助金金  １１運運行行ああたたりり 11,,660000 円円  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））

制制度度ととはは、、ババスス・・タタククシシーー事事業業者者にによよるる移移動動

がが困困難難なな過過疎疎地地域域ででのの輸輸送送（（交交通通空空白白地地有有償償

運運送送））やや、、身身体体障障害害者者等等のの外外出出支支援援ののたためめのの

福福祉祉輸輸送送（（福福祉祉有有償償運運送送））ととししてて、、市市町町村村、、

NNPPOO 法法人人等等がが自自家家用用車車をを用用いいてて有有償償でで運運送送でで

ききるるここととととすするる制制度度でですす。。  

交交通通空空白白地地有有償償運運送送ににつついいててはは本本市市でで事事例例

ははあありりまませせんんがが、、地地域域ででのの検検討討ににああたたっっててはは

国国交交省省がが発発行行ししてていいるるハハンンドドブブッックク等等をを参参考考

ににししててくくだだささいい。。  

出典：国交省 自家用有償旅客運送ハンドブック 

  津津久久井井地地域域でで福福祉祉有有償償運運送送をを実実施施すするる団団体体をを支支援援すするるここととにによよりり、、ここのの地地域域でで一一人人でで公公共共交交通通

機機関関をを利利用用すするるここととががででききなないい高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方のの移移動動手手段段がが充充実実ししまますす。。  

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送（（公公共共ラライイドドシシェェアア））制制度度  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  

８ 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

自自家家用用有有償償旅旅客客運運送送制制度度  
（（津津久久井井地地域域福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者支支援援事事業業））  

津津久久井井地地域域のの福福祉祉有有償償運運送送事事業業者者向向けけ  

概概  要要  
お問い合わせ先：津久井高齢・障害者相談課 042-780-1408 

ななおお、、令令和和６６年年３３月月にに

はは、、タタククシシーー事事業業者者のの管管理理

のの下下でで、、自自家家用用車車・・一一般般ドド

ラライイババーーをを活活用用ししたた運運送送ササ

ーービビススのの提提供供をを可可能能ととすするる

制制度度（（自自家家用用車車活活用用事事業業））

がが創創設設さされれてていいまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線のの運運行行継継続続基基準準  

①①  ピピーークク時時間間帯帯のの１１便便ああたたりり利利用用者者数数がが１１００人人以以上上  

バス車両でなければ輸送できない人数以上の利用者数である必要があるため、 

ピーク時間帯において、１便あたりの利用者数が１０人以上である必要があります。  

 

②②  運運賃賃収収入入等等がが運運行行経経費費のの２２７７．．５５％％以以上上（（収収支支比比率率２２７７．．５５％％以以上上））  

広域路線を対象とした赤字路線バスに対する国の補助は、運行経費のうち４５％を補助対

象経費としており、補助対象外の５５％については、その半分の２７．５％まで市が負担す

ることとしていることから、収支比率が２７．５％を超えることを継続基準としています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））はは、、ババスス事事業業者者よよりり撤撤退退のの申申出出ががああっったた路路線線ににつついいてて公公費費負負担担

（（※※））にによよりり維維持持すするる仕仕組組みみでで、、現現在在１１００路路線線１１２２系系統統をを運運行行ししてていいまますす。。  

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、利利用用者者数数とと運運行行経経費費のの観観点点かからら持持続続可可能能なな移移動動手手段段ととすするるたためめ、、運運

行行基基準準をを定定めめたた上上でで、、公公費費負負担担にによよりり維維持持すするる妥妥当当性性やや路路線線ババススととししててのの運運行行形形態態のの必必要要性性等等をを

判判断断ししてていいまますす。。  

乗乗合合タタククシシーー 

令和６年４月１日時点 

  生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線はは、、交交通通事事業業者者ののババスス路路線線撤撤退退にによよりり地地域域のの生生活活がが困困難難ととななるる場場合合にに、、

市市がが地地域域のの需需要要をを鑑鑑みみ、、維維持持すするるここととをを決決定定すするるももののでで、、一一般般のの路路線線ババススとと同同様様、、どどななたたででももごご

利利用用いいたただだけけまますす。。ななおお、、継継続続的的なな公公費費負負担担のの必必要要性性をを判判断断すするるたためめ、、運運行行継継続続基基準準をを定定めめてておお

りり、、ここのの基基準準ををククリリアアででききるるよようう、、地地域域のの方方ととととももにに利利用用促促進進やや運運行行内内容容のの改改善善にに取取りり組組むむ必必要要

ががあありりまますす。。  

生生活活交交通通維維持持確確保保路路線線（（ババスス））  

一一般般利利用用者者向向けけ  

概概  要要  

引引きき続続きき運運行行すするるたためめにに、、ババススをを利利用用ししままししょょうう  

「「
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
交交
通通
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  
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※ 公費負担：国や自治体が費用を負担するもの 

お問い合わせ先：交通政策課 042-769-8249 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 



  

  

  

  

  

  

  

  

  地地域域のの実実情情をを踏踏ままええ、、活活動動団団体体をを立立ちち上上げげ、、運運行行経経路路等等をを検検討討いいたただだききまますす。。検検討討ににああたたっってて

ははアアドドババイイザザーーをを派派遣遣ししまますすののでで、、ごご活活用用くくだだささいい。。  

  ままたた、、活活動動経経費費助助成成のの概概要要はは次次ののととおおりりでですす。。  

地地域域おおででかかけけササポポーートト推推進進事事業業  

ボボラランンテティィアア団団体体等等向向けけ  

概概  要要  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  

    

９ 

外外出出がが困困難難なな高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方ななどどのの移移動動のの支支援援ををすするる地地域域ののボボラランンテティィアア団団体体等等にに、、実実

績績豊豊富富ななアアドドババイイザザーーのの派派遣遣、、担担いい手手確確保保にに向向けけたた講講座座のの開開催催、、ガガソソリリンン代代等等のの活活動動経経費費のの助助成成

ををしし、、身身近近なな地地域域ででのの「「おお出出かかけけ」」がが続続けけらられれるるよようう支支援援ししまますす。。  

担担いい手手養養成成講講座座 地地域域のの活活動動状状況況 

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

概概  要要  

①①  対対象象団団体体  

  下記の要件をすべて満たす団体 

 ・市内に活動の拠点を有するボランティア団体等で構成員が５人以上の団体であること 

 ・代表者及び構成員である運転者の全てが、第二種運転免許を取得している者、 

  市が指定する一定の研修を受講している者 など  

 

②②  対対象象事事業業  

  道路運送法の許可又は登録を要しない形態での事業 

 

③③  対対象象経経費費  

  ガソリン代、保険料、車両のリース料、通信料、運転手等への謝礼など 

 

④④  上上限限額額  

  利用者人数に応じ、最大年額 50 万円 

お問い合わせ先：地域包括ケア推進課 042-769-9231 

  

  

  

  

  

  

  

  

介介護護予予防防事事業業送送迎迎けけんんここうう号号  

津津久久井井地地域域のの在在宅宅高高齢齢者者（（6655 歳歳以以上上））等等向向けけ  

概概  要要  

    

「「
津津
久久
井井
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域域
でで
利利
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可可
能能
なな
移移
動動
手手
段段
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  
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高高齢齢者者等等でで外外出出をを希希望望さされれるる団団体体ののたためめにに、、「「けけんんここうう号号」」をを運運行行ししまますす。。  

いいききいいきき百百歳歳体体操操等等のの介介護護予予防防事事業業へへ参参加加しし、、買買いい物物ににももごご利利用用いいたただだけけまますす。。  

※※５５名名以以上上のの団団体体ががおお申申込込みみいいたただだけけまますす。。    

みみななささんんのの地地域域でで利利用用すするるたためめににはは  

介介護護予予防防事事業業送送迎迎けけんんここうう号号のの利利用用方方法法  

[[対対      象象]]    津久井地域の在宅高齢者（６５歳以上）等で介護予防事業に参加する５名以上の 

団体の移動 

（（身身体体機機能能維維持持ののたためめ利利用用者者のの年年齢齢、、体体力力をを考考慮慮しし、、おおおおむむねね３３００分分以以上上のの運運動動をを  

実実施施ししててくくだだささいい））       

[[運運  行行  日日]]  月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く） 

[[運運 行行 時時 間間 ]]   午前９時～午後４時３０分 

[[運運 行行 範範 囲囲 ]]   津久井地域（城山地区、津久井地区、相模湖地区及び藤野地区）及びその周辺 

（津久井地域より直線距離でおおむね３キロメートル以内） 

[[利利 用用 回回 数数 ]]   原則、１利用団体につき１月に１日（３台）まで 

[[運運 行行 車車 両両 ]]   ワゴン車：１台の利用者の乗車は８人まで（３台まで利用可能）装備は手すり・ス 

テップ付き。（車いすに乗ったままの搭乗不可）  

[[利利用用者者負負担担]]   送迎にかかる負担はありません 

（買い物の代金や駐車場の料金等は利用者負担となります） 

[[手手  続続  きき]]  初めて利用を希望される団体の代表の方は、登録が必要なので 

事前に相模湖福祉相談センターへご相談ください。 

        ※利用日の１か月前までに、利用申込書と行程表を 

相模湖福祉相談センターへご提出ください。 

        （津久井高齢・障害者相談課、城山及び 

藤野福祉相談センターでも受付可） 

介護予防事業に 

楽しく参加しましょう 

けんこう号は 

買い物にもご利用可能です 

ワゴン車 3 台までご利用可能

です。１台に８人まで乗車で

きます。 

いきいき百歳体操や地域づく

り部会と連携した介護予防事

業等への送迎にご利用いただ

けます。 

介護予防事業を行う団体がそ

の前後に買い物へ行く場合の

送迎にもご利用いただけま

す。 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

お問い合わせ先：相模湖福祉相談センター 042-684-3215 

  

  

  

  

  

  

  

  

  地地域域のの実実情情をを踏踏ままええ、、活活動動団団体体をを立立ちち上上げげ、、運運行行経経路路等等をを検検討討いいたただだききまますす。。検検討討ににああたたっってて

ははアアドドババイイザザーーをを派派遣遣ししまますすののでで、、ごご活活用用くくだだささいい。。  

  ままたた、、活活動動経経費費助助成成のの概概要要はは次次ののととおおりりでですす。。  

地地域域おおででかかけけササポポーートト推推進進事事業業  

ボボラランンテティィアア団団体体等等向向けけ  

概概  要要  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  

    

９ 

外外出出がが困困難難なな高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方ななどどのの移移動動のの支支援援ををすするる地地域域ののボボラランンテティィアア団団体体等等にに、、実実

績績豊豊富富ななアアドドババイイザザーーのの派派遣遣、、担担いい手手確確保保にに向向けけたた講講座座のの開開催催、、ガガソソリリンン代代等等のの活活動動経経費費のの助助成成

ををしし、、身身近近なな地地域域ででのの「「おお出出かかけけ」」がが続続けけらられれるるよようう支支援援ししまますす。。  

担担いい手手養養成成講講座座 地地域域のの活活動動状状況況 

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

概概  要要  

①①  対対象象団団体体  

  下記の要件をすべて満たす団体 

 ・市内に活動の拠点を有するボランティア団体等で構成員が５人以上の団体であること 

 ・代表者及び構成員である運転者の全てが、第二種運転免許を取得している者、 

  市が指定する一定の研修を受講している者 など  

 

②②  対対象象事事業業  

  道路運送法の許可又は登録を要しない形態での事業 

 

③③  対対象象経経費費  

  ガソリン代、保険料、車両のリース料、通信料、運転手等への謝礼など 

 

④④  上上限限額額  

  利用者人数に応じ、最大年額 50 万円 

お問い合わせ先：地域包括ケア推進課 042-769-9231 

  

  

  

  

  

  

  

  

  地地域域のの実実情情をを踏踏ままええ、、活活動動団団体体をを立立ちち上上げげ、、運運行行経経路路等等をを検検討討いいたただだききまますす。。検検討討ににああたたっってて

ははアアドドババイイザザーーをを派派遣遣ししまますすののでで、、ごご活活用用くくだだささいい。。  

  ままたた、、活活動動経経費費助助成成のの概概要要はは次次ののととおおりりでですす。。  

地地域域おおででかかけけササポポーートト推推進進事事業業  

ボボラランンテティィアア団団体体等等向向けけ  

概概  要要  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
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ええ
てて
いい
るる
方方  

    

９ 

外外出出がが困困難難なな高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方ななどどのの移移動動のの支支援援ををすするる地地域域ののボボラランンテティィアア団団体体等等にに、、実実

績績豊豊富富ななアアドドババイイザザーーのの派派遣遣、、担担いい手手確確保保にに向向けけたた講講座座のの開開催催、、ガガソソリリンン代代等等のの活活動動経経費費のの助助成成

ををしし、、身身近近なな地地域域ででのの「「おお出出かかけけ」」がが続続けけらられれるるよようう支支援援ししまますす。。  

担担いい手手養養成成講講座座 地地域域のの活活動動状状況況 

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  
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③③  対対象象経経費費  

  ガソリン代、保険料、車両のリース料、通信料、運転手等への謝礼など 

 

④④  上上限限額額  

  利用者人数に応じ、最大年額 50 万円 

お問い合わせ先：地域包括ケア推進課 042-769-9231 

  

  

  

  

  

  

  

  

  地地域域のの実実情情をを踏踏ままええ、、活活動動団団体体をを立立ちち上上げげ、、運運行行経経路路等等をを検検討討いいたただだききまますす。。検検討討ににああたたっってて
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介介護護予予防防事事業業送送迎迎けけんんここうう号号  

津津久久井井地地域域のの在在宅宅高高齢齢者者（（6655 歳歳以以上上））等等向向けけ  
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10 

高高齢齢者者等等でで外外出出をを希希望望さされれるる団団体体ののたためめにに、、「「けけんんここうう号号」」をを運運行行ししまますす。。  

いいききいいきき百百歳歳体体操操等等のの介介護護予予防防事事業業へへ参参加加しし、、買買いい物物ににももごご利利用用いいたただだけけまますす。。  

※※５５名名以以上上のの団団体体ががおお申申込込みみいいたただだけけまますす。。    

みみななささんんのの地地域域でで利利用用すするるたためめににはは  

介介護護予予防防事事業業送送迎迎けけんんここうう号号のの利利用用方方法法  

[[対対      象象]]    津久井地域の在宅高齢者（６５歳以上）等で介護予防事業に参加する５名以上の 

団体の移動 

（（身身体体機機能能維維持持ののたためめ利利用用者者のの年年齢齢、、体体力力をを考考慮慮しし、、おおおおむむねね３３００分分以以上上のの運運動動をを  

実実施施ししててくくだだささいい））       

[[運運  行行  日日]]  月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く） 

[[運運 行行 時時 間間 ]]   午前９時～午後４時３０分 

[[運運 行行 範範 囲囲 ]]   津久井地域（城山地区、津久井地区、相模湖地区及び藤野地区）及びその周辺 

（津久井地域より直線距離でおおむね３キロメートル以内） 

[[利利 用用 回回 数数 ]]   原則、１利用団体につき１月に１日（３台）まで 

[[運運 行行 車車 両両 ]]   ワゴン車：１台の利用者の乗車は８人まで（３台まで利用可能）装備は手すり・ス 

テップ付き。（車いすに乗ったままの搭乗不可）  

[[利利用用者者負負担担]]   送迎にかかる負担はありません 

（買い物の代金や駐車場の料金等は利用者負担となります） 

[[手手  続続  きき]]  初めて利用を希望される団体の代表の方は、登録が必要なので 

事前に相模湖福祉相談センターへご相談ください。 

        ※利用日の１か月前までに、利用申込書と行程表を 

相模湖福祉相談センターへご提出ください。 

        （津久井高齢・障害者相談課、城山及び 

藤野福祉相談センターでも受付可） 

介護予防事業に 

楽しく参加しましょう 

けんこう号は 

買い物にもご利用可能です 

ワゴン車 3 台までご利用可能

です。１台に８人まで乗車で

きます。 

いきいき百歳体操や地域づく

り部会と連携した介護予防事

業等への送迎にご利用いただ

けます。 

介護予防事業を行う団体がそ

の前後に買い物へ行く場合の

送迎にもご利用いただけま

す。 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

お問い合わせ先：相模湖福祉相談センター 042-684-3215 
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団体の移動 

（（身身体体機機能能維維持持ののたためめ利利用用者者のの年年齢齢、、体体力力をを考考慮慮しし、、おおおおむむねね３３００分分以以上上のの運運動動をを  

実実施施ししててくくだだささいい））       

[[運運  行行  日日]]  月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く） 

[[運運 行行 時時 間間 ]]   午前９時～午後４時３０分 

[[運運 行行 範範 囲囲 ]]   津久井地域（城山地区、津久井地区、相模湖地区及び藤野地区）及びその周辺 

（津久井地域より直線距離でおおむね３キロメートル以内） 

[[利利 用用 回回 数数 ]]   原則、１利用団体につき１月に１日（３台）まで 

[[運運 行行 車車 両両 ]]   ワゴン車：１台の利用者の乗車は８人まで（３台まで利用可能）装備は手すり・ス 

テップ付き。（車いすに乗ったままの搭乗不可）  

[[利利用用者者負負担担]]   送迎にかかる負担はありません 

（買い物の代金や駐車場の料金等は利用者負担となります） 

[[手手  続続  きき]]  初めて利用を希望される団体の代表の方は、登録が必要なので 

事前に相模湖福祉相談センターへご相談ください。 

        ※利用日の１か月前までに、利用申込書と行程表を 

相模湖福祉相談センターへご提出ください。 

        （津久井高齢・障害者相談課、城山及び 

藤野福祉相談センターでも受付可） 

介護予防事業に 

楽しく参加しましょう 

けんこう号は 

買い物にもご利用可能です 

ワゴン車 3 台までご利用可能

です。１台に８人まで乗車で

きます。 

いきいき百歳体操や地域づく

り部会と連携した介護予防事

業等への送迎にご利用いただ

けます。 

介護予防事業を行う団体がそ

の前後に買い物へ行く場合の

送迎にもご利用いただけま

す。 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

お問い合わせ先：相模湖福祉相談センター 042-684-3215 

  

  

  

  

  

  

  

  

  地地域域のの実実情情をを踏踏ままええ、、活活動動団団体体をを立立ちち上上げげ、、運運行行経経路路等等をを検検討討いいたただだききまますす。。検検討討ににああたたっってて

ははアアドドババイイザザーーをを派派遣遣ししまますすののでで、、ごご活活用用くくだだささいい。。  

  ままたた、、活活動動経経費費助助成成のの概概要要はは次次ののととおおりりでですす。。  

地地域域おおででかかけけササポポーートト推推進進事事業業  

ボボラランンテティィアア団団体体等等向向けけ  

概概  要要  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  

    

９ 

外外出出がが困困難難なな高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方ななどどのの移移動動のの支支援援ををすするる地地域域ののボボラランンテティィアア団団体体等等にに、、実実

績績豊豊富富ななアアドドババイイザザーーのの派派遣遣、、担担いい手手確確保保にに向向けけたた講講座座のの開開催催、、ガガソソリリンン代代等等のの活活動動経経費費のの助助成成

ををしし、、身身近近なな地地域域ででのの「「おお出出かかけけ」」がが続続けけらられれるるよようう支支援援ししまますす。。  

担担いい手手養養成成講講座座 地地域域のの活活動動状状況況 

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

概概  要要  

①①  対対象象団団体体  

  下記の要件をすべて満たす団体 

 ・市内に活動の拠点を有するボランティア団体等で構成員が５人以上の団体であること 

 ・代表者及び構成員である運転者の全てが、第二種運転免許を取得している者、 

  市が指定する一定の研修を受講している者 など  

 

②②  対対象象事事業業  

  道路運送法の許可又は登録を要しない形態での事業 

 

③③  対対象象経経費費  

  ガソリン代、保険料、車両のリース料、通信料、運転手等への謝礼など 

 

④④  上上限限額額  

  利用者人数に応じ、最大年額 50 万円 

お問い合わせ先：地域包括ケア推進課 042-769-9231 

  

  

  

  

  

  

  

  

  地地域域のの実実情情をを踏踏ままええ、、活活動動団団体体をを立立ちち上上げげ、、運運行行経経路路等等をを検検討討いいたただだききまますす。。検検討討ににああたたっってて

ははアアドドババイイザザーーをを派派遣遣ししまますすののでで、、ごご活活用用くくだだささいい。。  

  ままたた、、活活動動経経費費助助成成のの概概要要はは次次ののととおおりりでですす。。  

地地域域おおででかかけけササポポーートト推推進進事事業業  

ボボラランンテティィアア団団体体等等向向けけ  

概概  要要  

「「
移移
動動
手手
段段
のの
導導
入入
」」
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
方方  

    

９ 

外外出出がが困困難難なな高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方ななどどのの移移動動のの支支援援ををすするる地地域域ののボボラランンテティィアア団団体体等等にに、、実実

績績豊豊富富ななアアドドババイイザザーーのの派派遣遣、、担担いい手手確確保保にに向向けけたた講講座座のの開開催催、、ガガソソリリンン代代等等のの活活動動経経費費のの助助成成

ををしし、、身身近近なな地地域域ででのの「「おお出出かかけけ」」がが続続けけらられれるるよようう支支援援ししまますす。。  

担担いい手手養養成成講講座座 地地域域のの活活動動状状況況 

みみななささんんのの地地域域でで導導入入すするるたためめににはは  

概概  要要  

①①  対対象象団団体体  

  下記の要件をすべて満たす団体 

 ・市内に活動の拠点を有するボランティア団体等で構成員が５人以上の団体であること 

 ・代表者及び構成員である運転者の全てが、第二種運転免許を取得している者、 

  市が指定する一定の研修を受講している者 など  

 

②②  対対象象事事業業  

  道路運送法の許可又は登録を要しない形態での事業 

 

③③  対対象象経経費費  

  ガソリン代、保険料、車両のリース料、通信料、運転手等への謝礼など 

 

④④  上上限限額額  

  利用者人数に応じ、最大年額 50 万円 

お問い合わせ先：地域包括ケア推進課 042-769-9231 

  

  

  

  

  

  

  

  

介介護護予予防防事事業業送送迎迎けけんんここうう号号  

津津久久井井地地域域のの在在宅宅高高齢齢者者（（6655 歳歳以以上上））等等向向けけ  

概概  要要  

    

「「
津津
久久
井井
地地
域域
でで
利利
用用
可可
能能
なな
移移
動動
手手
段段
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  
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高高齢齢者者等等でで外外出出をを希希望望さされれるる団団体体ののたためめにに、、「「けけんんここうう号号」」をを運運行行ししまますす。。  

いいききいいきき百百歳歳体体操操等等のの介介護護予予防防事事業業へへ参参加加しし、、買買いい物物ににももごご利利用用いいたただだけけまますす。。  

※※５５名名以以上上のの団団体体ががおお申申込込みみいいたただだけけまますす。。    

みみななささんんのの地地域域でで利利用用すするるたためめににはは  

介介護護予予防防事事業業送送迎迎けけんんここうう号号のの利利用用方方法法  

[[対対      象象]]    津久井地域の在宅高齢者（６５歳以上）等で介護予防事業に参加する５名以上の 

団体の移動 

（（身身体体機機能能維維持持ののたためめ利利用用者者のの年年齢齢、、体体力力をを考考慮慮しし、、おおおおむむねね３３００分分以以上上のの運運動動をを  

実実施施ししててくくだだささいい））       

[[運運  行行  日日]]  月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く） 

[[運運 行行 時時 間間 ]]   午前９時～午後４時３０分 

[[運運 行行 範範 囲囲 ]]   津久井地域（城山地区、津久井地区、相模湖地区及び藤野地区）及びその周辺 

（津久井地域より直線距離でおおむね３キロメートル以内） 

[[利利 用用 回回 数数 ]]   原則、１利用団体につき１月に１日（３台）まで 

[[運運 行行 車車 両両 ]]   ワゴン車：１台の利用者の乗車は８人まで（３台まで利用可能）装備は手すり・ス 

テップ付き。（車いすに乗ったままの搭乗不可）  

[[利利用用者者負負担担]]   送迎にかかる負担はありません 

（買い物の代金や駐車場の料金等は利用者負担となります） 

[[手手  続続  きき]]  初めて利用を希望される団体の代表の方は、登録が必要なので 

事前に相模湖福祉相談センターへご相談ください。 

        ※利用日の１か月前までに、利用申込書と行程表を 

相模湖福祉相談センターへご提出ください。 

        （津久井高齢・障害者相談課、城山及び 

藤野福祉相談センターでも受付可） 

介護予防事業に 

楽しく参加しましょう 

けんこう号は 

買い物にもご利用可能です 

ワゴン車 3 台までご利用可能

です。１台に８人まで乗車で

きます。 

いきいき百歳体操や地域づく

り部会と連携した介護予防事

業等への送迎にご利用いただ

けます。 

介護予防事業を行う団体がそ

の前後に買い物へ行く場合の

送迎にもご利用いただけま

す。 

詳詳細細ははここちちららををごご覧覧くくだだささいい 

お問い合わせ先：相模湖福祉相談センター 042-684-3215 



  

  

  

  

  

  

  

  

  ススククーールルババスス混混乗乗制制度度はは、、対対象象地地区区【【緑緑区区小小渕渕（（関関野野・・下下小小渕渕・・上上小小渕渕・・藤藤野野台台））、、緑緑区区佐佐野野

川川（（上上岩岩・・御御霊霊・・下下岩岩））、、ままたたはは緑緑区区青青根根・・青青野野原原】】ににおお住住ままいいのの方方のの内内、、事事前前登登録録ををししたた方方のの

みみおお使使いいたただだけけるる制制度度でですす。。  

ススククーールルババスス混混乗乗制制度度  

事事前前登登録録ををししたた対対象象地地区区のの方方向向けけ  

概概  要要  

「「
津津
久久
井井
地地
域域
でで
利利
用用
可可
能能
なな
移移
動動
手手
段段
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  
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ここのの制制度度はは、、公公共共交交通通機機関関ののなないい、、ももししくくはは路路線線ババススのの運運行行本本数数がが少少ななくく生生活活交交通通がが充充分分にに確確

保保さされれてていいなないい地地区区【【緑緑区区小小渕渕（（関関野野・・下下小小渕渕・・上上小小渕渕・・藤藤野野台台））、、緑緑区区佐佐野野川川（（上上岩岩・・御御霊霊・・

下下岩岩））、、ままたたはは緑緑区区青青根根・・青青野野原原】】にに住住むむ方方をを対対象象にに、、同同地地区区をを走走行行ししてていいるるススククーールルババススへへのの

地地区区住住民民のの混混乗乗（（※※））をを行行いい、、移移動動にに制制約約ががああるる方方のの生生活活交交通通のの確確保保をを行行ううももののでですす。。  

みみななささんんのの地地域域でで利利用用すするるたためめににはは  

ススククーールルババスス混混乗乗制制度度のの利利用用方方法法  

①①  事事前前登登録録  

    混乗の利用には事前登録が必要です。 

  「利用登録申請書」に必要事項を記入のうえ、教育委員会学務課へご提出ください。 

 

②②  運運行行予予定定時時刻刻のの確確認認  

    藤野小学校、藤野北小学校及び青和学園が休校の日はそれぞれのスクールバスについて運行し

ないほか、学校行事等により下校時間が変更になることがあります。 

月末に翌月分の運行予定表を地区自治会掲示板に掲示いたしますので、時刻を確認のうえ、混

乗をご利用ください。 

 

③③  乗乗車車許許可可証証のの提提示示  

  交付された乗車許可証をスクールバス運転士に提示いただくと、混乗できます。 

  なお、乗車定員に達した場合には、乗車できない場合もあります。 

※ 混乗：路線バスの便数が少ないといった移動手段に制約がある地区において、同地区を走行するスクールバスを

活用し、児童及び生徒らが乗車している登下校便へ地区住民が同乗することで、移動手段の確保を図るもの 

 

お問い合わせ先：学務課 042-769-8282 

対象路線 藤野小学校スクールバス 藤野北小学校スクールバス 青和学園スクールバス

対象地区
緑区小渕

（関野、下小渕、上小渕、藤野台）
緑区佐野川

（上岩・御霊・下岩）
緑区青根・青野原

定員 ４２名 ２９名 ２９名

混乗可能人数 １０名程度 １０名程度 ６名程度

運行日

運賃

混乗制度対象スクールバス

平日のみ（土休日及び休校日は運休）

無料

  

  

  

  

  

  

  

  

混混乗乗制制度度をを実実施施ししてていいるるススククーールルババススのの概概要要  

  

  

「「
津津
久久
井井
地地
域域
でで
利利
用用
可可
能能
なな
移移
動動
手手
段段
」」
にに
つつ
いい
てて
知知
りり
たた
いい
方方  
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◇◇藤藤野野小小学学校校ススククーールルババスス混混乗乗経経路路  

  『藤野台』から『ＪＲ藤野駅』の区間（片道約２０分）  

◇◇青青和和学学園園ススククーールルババスス混混乗乗経経路路  

『旧青根中学校前』から『青和学園』を経由し、『橋野沢』までの区間（片道約３０分） 

  

◇◇藤藤野野北北小小学学校校ススククーールルババスス混混乗乗経経路路  

  『石楯尾神社』から『藤野北小学校前』までの区間（片道約２０分）  

スクールバス乗車可能区間 

（混乗区間） 

沢沢井井入入口口  

銀銀のの館館  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ススククーールルババスス混混乗乗制制度度はは、、対対象象地地区区【【緑緑区区小小渕渕（（関関野野・・下下小小渕渕・・上上小小渕渕・・藤藤野野台台））、、緑緑区区佐佐野野

川川（（上上岩岩・・御御霊霊・・下下岩岩））、、ままたたはは緑緑区区青青根根・・青青野野原原】】ににおお住住ままいいのの方方のの内内、、事事前前登登録録ををししたた方方のの

みみおお使使いいたただだけけるる制制度度でですす。。  

ススククーールルババスス混混乗乗制制度度  

事事前前登登録録ををししたた対対象象地地区区のの方方向向けけ  

概概  要要  

「「
津津
久久
井井
地地
域域
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利利
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可可
能能
なな
移移
動動
手手
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」」
にに
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ここのの制制度度はは、、公公共共交交通通機機関関ののなないい、、ももししくくはは路路線線ババススのの運運行行本本数数がが少少ななくく生生活活交交通通がが充充分分にに確確

保保さされれてていいなないい地地区区【【緑緑区区小小渕渕（（関関野野・・下下小小渕渕・・上上小小渕渕・・藤藤野野台台））、、緑緑区区佐佐野野川川（（上上岩岩・・御御霊霊・・

下下岩岩））、、ままたたはは緑緑区区青青根根・・青青野野原原】】にに住住むむ方方をを対対象象にに、、同同地地区区をを走走行行ししてていいるるススククーールルババススへへのの

地地区区住住民民のの混混乗乗（（※※））をを行行いい、、移移動動にに制制約約ががああるる方方のの生生活活交交通通のの確確保保をを行行ううももののでですす。。  

みみななささんんのの地地域域でで利利用用すするるたためめににはは  

ススククーールルババスス混混乗乗制制度度のの利利用用方方法法  

①①  事事前前登登録録  

    混乗の利用には事前登録が必要です。 

  「利用登録申請書」に必要事項を記入のうえ、教育委員会学務課へご提出ください。 

 

②②  運運行行予予定定時時刻刻のの確確認認  

    藤野小学校、藤野北小学校及び青和学園が休校の日はそれぞれのスクールバスについて運行し

ないほか、学校行事等により下校時間が変更になることがあります。 

月末に翌月分の運行予定表を地区自治会掲示板に掲示いたしますので、時刻を確認のうえ、混

乗をご利用ください。 

 

③③  乗乗車車許許可可証証のの提提示示  

  交付された乗車許可証をスクールバス運転士に提示いただくと、混乗できます。 

  なお、乗車定員に達した場合には、乗車できない場合もあります。 

※ 混乗：路線バスの便数が少ないといった移動手段に制約がある地区において、同地区を走行するスクールバスを

活用し、児童及び生徒らが乗車している登下校便へ地区住民が同乗することで、移動手段の確保を図るもの 

 

お問い合わせ先：学務課 042-769-8282 

対象路線 藤野小学校スクールバス 藤野北小学校スクールバス 青和学園スクールバス

対象地区
緑区小渕

（関野、下小渕、上小渕、藤野台）
緑区佐野川

（上岩・御霊・下岩）
緑区青根・青野原

定員 ４２名 ２９名 ２９名

混乗可能人数 １０名程度 １０名程度 ６名程度

運行日

運賃

混乗制度対象スクールバス

平日のみ（土休日及び休校日は運休）

無料

  

  

  

  

  

  

  

  

  ススククーールルババスス混混乗乗制制度度はは、、対対象象地地区区【【緑緑区区小小渕渕（（関関野野・・下下小小渕渕・・上上小小渕渕・・藤藤野野台台））、、緑緑区区佐佐野野
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みみおお使使いいたただだけけるる制制度度でですす。。  

ススククーールルババスス混混乗乗制制度度  

事事前前登登録録ををししたた対対象象地地区区のの方方向向けけ  

概概  要要  

「「
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久久
井井
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でで
利利
用用
可可
能能
なな
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動動
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  『石楯尾神社』から『藤野北小学校前』までの区間（片道約２０分）  

スクールバス乗車可能区間 

（混乗区間） 
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銀銀のの館館  
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◇◇青青和和学学園園ススククーールルババスス混混乗乗経経路路  

『旧青根中学校前』から『青和学園』を経由し、『橋野沢』までの区間（片道約３０分） 

  

◇◇藤藤野野北北小小学学校校ススククーールルババスス混混乗乗経経路路  

  『石楯尾神社』から『藤野北小学校前』までの区間（片道約２０分）  

スクールバス乗車可能区間 

（混乗区間） 

沢沢井井入入口口  

銀銀のの館館  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ススククーールルババスス混混乗乗制制度度はは、、対対象象地地区区【【緑緑区区小小渕渕（（関関野野・・下下小小渕渕・・上上小小渕渕・・藤藤野野台台））、、緑緑区区佐佐野野

川川（（上上岩岩・・御御霊霊・・下下岩岩））、、ままたたはは緑緑区区青青根根・・青青野野原原】】ににおお住住ままいいのの方方のの内内、、事事前前登登録録ををししたた方方のの

みみおお使使いいたただだけけるる制制度度でですす。。  

ススククーールルババスス混混乗乗制制度度  

事事前前登登録録ををししたた対対象象地地区区のの方方向向けけ  

概概  要要  

「「
津津
久久
井井
地地
域域
でで
利利
用用
可可
能能
なな
移移
動動
手手
段段
」」
にに
つつ
いい
てて
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りり
たた
いい
方方  
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ここのの制制度度はは、、公公共共交交通通機機関関ののなないい、、ももししくくはは路路線線ババススのの運運行行本本数数がが少少ななくく生生活活交交通通がが充充分分にに確確

保保さされれてていいなないい地地区区【【緑緑区区小小渕渕（（関関野野・・下下小小渕渕・・上上小小渕渕・・藤藤野野台台））、、緑緑区区佐佐野野川川（（上上岩岩・・御御霊霊・・

下下岩岩））、、ままたたはは緑緑区区青青根根・・青青野野原原】】にに住住むむ方方をを対対象象にに、、同同地地区区をを走走行行ししてていいるるススククーールルババススへへのの

地地区区住住民民のの混混乗乗（（※※））をを行行いい、、移移動動にに制制約約ががああるる方方のの生生活活交交通通のの確確保保をを行行ううももののでですす。。  

みみななささんんのの地地域域でで利利用用すするるたためめににはは  

ススククーールルババスス混混乗乗制制度度のの利利用用方方法法  

①①  事事前前登登録録  

    混乗の利用には事前登録が必要です。 

  「利用登録申請書」に必要事項を記入のうえ、教育委員会学務課へご提出ください。 

 

②②  運運行行予予定定時時刻刻のの確確認認  

    藤野小学校、藤野北小学校及び青和学園が休校の日はそれぞれのスクールバスについて運行し

ないほか、学校行事等により下校時間が変更になることがあります。 

月末に翌月分の運行予定表を地区自治会掲示板に掲示いたしますので、時刻を確認のうえ、混

乗をご利用ください。 

 

③③  乗乗車車許許可可証証のの提提示示  

  交付された乗車許可証をスクールバス運転士に提示いただくと、混乗できます。 

  なお、乗車定員に達した場合には、乗車できない場合もあります。 

※ 混乗：路線バスの便数が少ないといった移動手段に制約がある地区において、同地区を走行するスクールバスを

活用し、児童及び生徒らが乗車している登下校便へ地区住民が同乗することで、移動手段の確保を図るもの 

 

お問い合わせ先：学務課 042-769-8282 

対象路線 藤野小学校スクールバス 藤野北小学校スクールバス 青和学園スクールバス

対象地区
緑区小渕

（関野、下小渕、上小渕、藤野台）
緑区佐野川

（上岩・御霊・下岩）
緑区青根・青野原

定員 ４２名 ２９名 ２９名

混乗可能人数 １０名程度 １０名程度 ６名程度

運行日

運賃

混乗制度対象スクールバス

平日のみ（土休日及び休校日は運休）

無料

  

  

  

  

  

  

  

  

混混乗乗制制度度をを実実施施ししてていいるるススククーールルババススのの概概要要  
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路路線線ババススややタタククシシーーはは、、通通勤勤・・通通学学やや、、通通院院、、買買いい物物ななどど、、私私たたちちのの生生活活にに欠欠かかせせまませせんん。。今今

後後高高齢齢化化がが進進みみ、、公公共共交交通通のの必必要要性性ががまますすまますす高高ままっってていいくく中中、、日日常常生生活活にに公公共共交交通通をを取取りり入入

れれ、、将将来来ににわわたたりり維維持持・・確確保保ししてていいくくここととはは重重要要でですす。。  

市市内内でではは、、３３社社ののババスス事事業業者者がが１１３３００をを超超ええるる路路線線をを運運行行ししてていいるるほほかか、、１１５５社社ののタタククシシーー事事

業業者者とと個個人人タタククシシーーがが営営業業ししてていいまますす。。ままずずははここれれららのの身身近近なな移移動動手手段段をを積積極極的的にに使使いいままししょょ

うう。。  

ババススのの利利用用方方法法  

◇◇  ババススロロケケーーシショョンンシシスステテムム  

ババスス事事業業者者がが提提供供ししてていいるる「「ババススロロケケーーシショョンンシシスステテムム」」をを利利用用

すするるここととでで、、ババススのの運運行行状状況況やや現現在在位位置置ををリリアアルルタタイイムムでで確確認認すするる

ここととががででききまますす。。  

◇◇  ババススのの乗乗りり方方  

市市内内でで運運行行ししてていいるるババススはは、、すすべべてて中中乗乗りり車車両両ととななっってておおりり、、降降車車時時にに運運賃賃をを支支払払いいまますす。。後後

方方ののドドアアかからら乗乗車車しし、、ドドアア付付近近にに設設置置さされれたた IICC カカーードドリリーーダダーーににタタッッチチししまますす。。現現金金払払いいのの場場

合合はは、、整整理理券券発発券券機機かからら整整理理券券をを１１枚枚取取っってて乗乗車車ししまますす。。  

降降車車時時はは前前方方ののドドアアへへ向向かかいい、、運運転転席席横横のの IICC カカーードドリリーーダダーーににタタッッチチままたたはは整整理理券券とと一一緒緒にに

現現金金をを運運賃賃箱箱にに投投入入しし降降車車ししまますす。。  

タタククシシーーのの利利用用方方法法  

タタククシシーーはは事事業業者者へへのの配配車車依依頼頼にによよるる利利用用ののほほかか、、ススママーートトフフォォ

ンンののアアププリリをを通通じじてて呼呼びび出出ししやや予予約約ををすするるここととがが可可能能でですす。。アアププリリ

をを利利用用ししたた場場合合、、一一度度にに複複数数ののタタククシシーー事事業業者者のの中中かからら呼呼びび出出すすここ

ととがが可可能能でですす。。  

神神奈奈中中ババススロロケケーーシショョンンシシスステテムム 

タタククシシーー配配車車アアププリリ  GGOO 
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ここののほほかか、、市市でではは高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方ののたためめのの各各種種ササーービビススやや制制度度をを設設けけてていいまますす。。詳詳細細はは

下下記記よよりりごご覧覧くくだだささいい。。  

トトピピッッククスス  

◇◇  ググリリーーンンススロローーモモビビリリテティィのの実実証証運運行行  

市市でではは交交通通不不便便地地域域（（鉄鉄道道駅駅 11kkmm、、ババスス停停 330000mm 圏圏外外））のの解解消消ののたためめ、、民民間間ババスス路路線線へへのの公公

費費負負担担やや、、ココミミュュニニテティィ交交通通のの導導入入をを進進めめててききままししたた。。  

一一方方でで、、高高齢齢化化やや地地域域特特有有のの地地理理条条件件ななどどかからら、、ココミミュュニニテティィ交交通通のの導導入入ににはは至至ららなないいもものの

のの、、移移動動にに困困難難ささをを抱抱ええるる地地域域がが依依然然ととししてて多多いい中中、、ここううししたた課課題題解解決決策策のの一一つつととししてて、、地地域域主主

体体ののググリリーーンンススロローーモモビビリリテティィ（（※※））のの実実証証運運行行をを通通じじてて、、本本市市ににおおけけるる活活用用のの可可能能性性をを検検証証ししてて

いいまますす。。  

令令和和６６年年度度はは緑緑区区若若葉葉台台地地区区・・南南区区新新磯磯地地区区でで実実証証運運行行をを実実施施しし、、両両地地区区ををモモデデルルケケーーススととしし

てて、、令令和和７７年年度度以以降降、、地地域域主主体体でで導導入入可可能能なな移移動動手手段段ととししてて、、他他地地域域へへのの展展開開をを図図りりまますす。。  

障障害害ののああるる方方ののたためめのの  

福福祉祉ののししおおりり 

高高齢齢者者ののたためめのの  

ふふれれああいい福福祉祉ガガイイドド 

若若葉葉台台地地区区ででのの運運行行 

※ グリーンスローモビリティ：時速 20km 未満で公道を走ることができる電動⾞を活用した小さな移動サービス 

新新磯磯地地区区ででのの運運行行 
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方方ののドドアアかからら乗乗車車しし、、ドドアア付付近近にに設設置置さされれたた IICC カカーードドリリーーダダーーににタタッッチチししまますす。。現現金金払払いいのの場場

合合はは、、整整理理券券発発券券機機かからら整整理理券券をを１１枚枚取取っってて乗乗車車ししまますす。。  

降降車車時時はは前前方方ののドドアアへへ向向かかいい、、運運転転席席横横のの IICC カカーードドリリーーダダーーににタタッッチチままたたはは整整理理券券とと一一緒緒にに

現現金金をを運運賃賃箱箱にに投投入入しし降降車車ししまますす。。  

タタククシシーーのの利利用用方方法法  

タタククシシーーはは事事業業者者へへのの配配車車依依頼頼にによよるる利利用用ののほほかか、、ススママーートトフフォォ

ンンののアアププリリをを通通じじてて呼呼びび出出ししやや予予約約ををすするるここととがが可可能能でですす。。アアププリリ

をを利利用用ししたた場場合合、、一一度度にに複複数数ののタタククシシーー事事業業者者のの中中かからら呼呼びび出出すすここ

ととがが可可能能でですす。。  

神神奈奈中中ババススロロケケーーシショョンンシシスステテムム 

タタククシシーー配配車車アアププリリ  GGOO 
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路路線線ババススややタタククシシーーはは、、通通勤勤・・通通学学やや、、通通院院、、買買いい物物ななどど、、私私たたちちのの生生活活にに欠欠かかせせまませせんん。。今今

後後高高齢齢化化がが進進みみ、、公公共共交交通通のの必必要要性性ががまますすまますす高高ままっってていいくく中中、、日日常常生生活活にに公公共共交交通通をを取取りり入入

れれ、、将将来来ににわわたたりり維維持持・・確確保保ししてていいくくここととはは重重要要でですす。。  

市市内内でではは、、３３社社ののババスス事事業業者者がが１１３３００をを超超ええるる路路線線をを運運行行ししてていいるるほほかか、、１１５５社社ののタタククシシーー事事

業業者者とと個個人人タタククシシーーがが営営業業ししてていいまますす。。ままずずははここれれららのの身身近近なな移移動動手手段段をを積積極極的的にに使使いいままししょょ

うう。。  

ババススのの利利用用方方法法  

◇◇  ババススロロケケーーシショョンンシシスステテムム  

ババスス事事業業者者がが提提供供ししてていいるる「「ババススロロケケーーシショョンンシシスステテムム」」をを利利用用

すするるここととでで、、ババススのの運運行行状状況況やや現現在在位位置置ををリリアアルルタタイイムムでで確確認認すするる

ここととががででききまますす。。  

◇◇  ババススのの乗乗りり方方  

市市内内でで運運行行ししてていいるるババススはは、、すすべべてて中中乗乗りり車車両両ととななっってておおりり、、降降車車時時にに運運賃賃をを支支払払いいまますす。。後後
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ンンののアアププリリをを通通じじてて呼呼びび出出ししやや予予約約ををすするるここととがが可可能能でですす。。アアププリリ

をを利利用用ししたた場場合合、、一一度度にに複複数数ののタタククシシーー事事業業者者のの中中かからら呼呼びび出出すすここ
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ここののほほかか、、市市でではは高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方ののたためめのの各各種種ササーービビススやや制制度度をを設設けけてていいまますす。。詳詳細細はは

下下記記よよりりごご覧覧くくだだささいい。。  

トトピピッッククスス  

◇◇  ググリリーーンンススロローーモモビビリリテティィのの実実証証運運行行  

市市でではは交交通通不不便便地地域域（（鉄鉄道道駅駅 11kkmm、、ババスス停停 330000mm 圏圏外外））のの解解消消ののたためめ、、民民間間ババスス路路線線へへのの公公

費費負負担担やや、、ココミミュュニニテティィ交交通通のの導導入入をを進進めめててききままししたた。。  

一一方方でで、、高高齢齢化化やや地地域域特特有有のの地地理理条条件件ななどどかからら、、ココミミュュニニテティィ交交通通のの導導入入ににはは至至ららなないいもものの

のの、、移移動動にに困困難難ささをを抱抱ええるる地地域域がが依依然然ととししてて多多いい中中、、ここううししたた課課題題解解決決策策のの一一つつととししてて、、地地域域主主

体体ののググリリーーンンススロローーモモビビリリテティィ（（※※））のの実実証証運運行行をを通通じじてて、、本本市市ににおおけけるる活活用用のの可可能能性性をを検検証証ししてて

いいまますす。。  

令令和和６６年年度度はは緑緑区区若若葉葉台台地地区区・・南南区区新新磯磯地地区区でで実実証証運運行行をを実実施施しし、、両両地地区区ををモモデデルルケケーーススととしし

てて、、令令和和７７年年度度以以降降、、地地域域主主体体でで導導入入可可能能なな移移動動手手段段ととししてて、、他他地地域域へへのの展展開開をを図図りりまますす。。  

障障害害ののああるる方方ののたためめのの  

福福祉祉ののししおおりり 

高高齢齢者者ののたためめのの  

ふふれれああいい福福祉祉ガガイイドド 

若若葉葉台台地地区区ででのの運運行行 

※ グリーンスローモビリティ：時速 20km 未満で公道を走ることができる電動⾞を活用した小さな移動サービス 

新新磯磯地地区区ででのの運運行行 
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方方ののドドアアかからら乗乗車車しし、、ドドアア付付近近にに設設置置さされれたた IICC カカーードドリリーーダダーーににタタッッチチししまますす。。現現金金払払いいのの場場

合合はは、、整整理理券券発発券券機機かからら整整理理券券をを１１枚枚取取っってて乗乗車車ししまますす。。  

降降車車時時はは前前方方ののドドアアへへ向向かかいい、、運運転転席席横横のの IICC カカーードドリリーーダダーーににタタッッチチままたたはは整整理理券券とと一一緒緒にに

現現金金をを運運賃賃箱箱にに投投入入しし降降車車ししまますす。。  

タタククシシーーのの利利用用方方法法  

タタククシシーーはは事事業業者者へへのの配配車車依依頼頼にによよるる利利用用ののほほかか、、ススママーートトフフォォ

ンンののアアププリリをを通通じじてて呼呼びび出出ししやや予予約約ををすするるここととがが可可能能でですす。。アアププリリ

をを利利用用ししたた場場合合、、一一度度にに複複数数ののタタククシシーー事事業業者者のの中中かからら呼呼びび出出すすここ

ととがが可可能能でですす。。  

神神奈奈中中ババススロロケケーーシショョンンシシスステテムム 

タタククシシーー配配車車アアププリリ  GGOO 
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ここののほほかか、、市市でではは高高齢齢者者やや障障害害ののああるる方方ののたためめのの各各種種ササーービビススやや制制度度をを設設けけてていいまますす。。詳詳細細はは

下下記記よよりりごご覧覧くくだだささいい。。  

トトピピッッククスス  

◇◇  ググリリーーンンススロローーモモビビリリテティィのの実実証証運運行行  

市市でではは交交通通不不便便地地域域（（鉄鉄道道駅駅 11kkmm、、ババスス停停 330000mm 圏圏外外））のの解解消消ののたためめ、、民民間間ババスス路路線線へへのの公公

費費負負担担やや、、ココミミュュニニテティィ交交通通のの導導入入をを進進めめててききままししたた。。  

一一方方でで、、高高齢齢化化やや地地域域特特有有のの地地理理条条件件ななどどかからら、、ココミミュュニニテティィ交交通通のの導導入入ににはは至至ららなないいもものの

のの、、移移動動にに困困難難ささをを抱抱ええるる地地域域がが依依然然ととししてて多多いい中中、、ここううししたた課課題題解解決決策策のの一一つつととししてて、、地地域域主主

体体ののググリリーーンンススロローーモモビビリリテティィ（（※※））のの実実証証運運行行をを通通じじてて、、本本市市ににおおけけるる活活用用のの可可能能性性をを検検証証ししてて

いいまますす。。  

令令和和６６年年度度はは緑緑区区若若葉葉台台地地区区・・南南区区新新磯磯地地区区でで実実証証運運行行をを実実施施しし、、両両地地区区ををモモデデルルケケーーススととしし

てて、、令令和和７７年年度度以以降降、、地地域域主主体体でで導導入入可可能能なな移移動動手手段段ととししてて、、他他地地域域へへのの展展開開をを図図りりまますす。。  

障障害害ののああるる方方ののたためめのの  

福福祉祉ののししおおりり 

高高齢齢者者ののたためめのの  

ふふれれああいい福福祉祉ガガイイドド 

若若葉葉台台地地区区ででのの運運行行 

※ グリーンスローモビリティ：時速 20km 未満で公道を走ることができる電動⾞を活用した小さな移動サービス 

新新磯磯地地区区ででのの運運行行 
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路路線線ババススややタタククシシーーはは、、通通勤勤・・通通学学やや、、通通院院、、買買いい物物ななどど、、私私たたちちのの生生活活にに欠欠かかせせまませせんん。。今今

後後高高齢齢化化がが進進みみ、、公公共共交交通通のの必必要要性性ががまますすまますす高高ままっってていいくく中中、、日日常常生生活活にに公公共共交交通通をを取取りり入入

れれ、、将将来来ににわわたたりり維維持持・・確確保保ししてていいくくここととはは重重要要でですす。。  

市市内内でではは、、３３社社ののババスス事事業業者者がが１１３３００をを超超ええるる路路線線をを運運行行ししてていいるるほほかか、、１１５５社社ののタタククシシーー事事

業業者者とと個個人人タタククシシーーがが営営業業ししてていいまますす。。ままずずははここれれららのの身身近近なな移移動動手手段段をを積積極極的的にに使使いいままししょょ

うう。。  

ババススのの利利用用方方法法  

◇◇  ババススロロケケーーシショョンンシシスステテムム  

ババスス事事業業者者がが提提供供ししてていいるる「「ババススロロケケーーシショョンンシシスステテムム」」をを利利用用

すするるここととでで、、ババススのの運運行行状状況況やや現現在在位位置置ををリリアアルルタタイイムムでで確確認認すするる

ここととががででききまますす。。  
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【 お問い合わせ先 】 

・コミュニティバス、乗合タクシー、生活交通維持確保路線、 

自家用有償旅客運送（公共ライドシェア）制度 

  都市建設局まちづくり推進部交通政策課 

042-769-8249 toshikoutsu@city.sagamihara.kanagawa.jp  

 

・津久井地域福祉有償運送事業者支援事業 

  健康福祉局地域包括ケア推進部津久井高齢・障害者相談課 

   042-780-1408  t-k-s-soudan@city.sagamihara.kanagawa.jp  

 

・地域おでかけサポート推進事業 

  健康福祉局地域包括ケア推進部地域包括ケア推進課 

   042-769-9231 houkatsucare@city.sagamihara.kanagawa.jp  

 

・介護予防事業送迎けんこう号 

  健康福祉局地域包括ケア推進部相模湖福祉相談センター 

   042-684-3215 sagamiko-fukushi@city.sagamihara.kanagawa.jp 

 

・スクールバス混乗制度 

   教育局学務課 

   042-769-8282 gakumu@city.sagamihara.kanagawa.jp  

 

初２版  令和６年３月             

第２版  令和７年３月    発行者 相模原市 


